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第 1 章

はじめに

• 概要, 1 ページ

• SRSVのコンポーネント, 1 ページ

• SRSVのトポロジ, 2 ページ

• 電話機を使用した Unity Connection SRSVへのアクセス, 5 ページ

• 中央の Unity Connectionと Unity Connection SRSV間でのデータの同期のプロビジョニング,
14 ページ

• 制限事項, 15 ページ

概要
Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail（Cisco Unity Connection SRSV）は、ブラン
チオフィスや小規模サイトなどのリモートサイトにコスト効率の高いバックアップボイスメー

ルサービスと自動応答サービスを提供します。

ネットワークの中断（WAN障害）によってブランチサイトが中央のボイスメールサーバにアク
セスできなくなった場合、Unity Connection SRSVは、すべてのリモートサイトが引き続きボイス
メールサービスを提供し、中央の Unity Connectionを経由するときと同じ外部発信者との通話機
能を維持します。

セントラルサイトとのネットワーク接続が回復すると、ブランチサイトのサブスクライバが受信

したすべてのボイスメールは自動的に中央サーバにアップロードされます。

SRSV のコンポーネント
Unity Connection SRSVには 2つのサイト（セントラルサイトとブランチサイト）があります。そ
れぞれのサイトは、メッセージングサービスとボイスメールサービスを提供するための基本コン

ポーネントを備えています。

Unity Connection SRSVトポロジにおける 2つのサイトは以下のとおりです。
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•セントラルサイトにはCiscoUnified CommunicationsManagerがあり、中央のUnity Connection
サーバと Cisco Unified CM間の呼処理を行います。Unity Connectionは Cisco Unified CMサー
バと統合され、メッセージングとボイスメールの統合サービスを提供します。

CiscoUnifiedCMは、SkinnyCall Control Protocol（SCCP）またはSession Initiation
Protocol（SIP）のいずれかを使用して、Unity Connectionサーバと統合されま
す。

（注）

セントラルサイトの Cisco Unified Messaging Gateway（UMG）SRSVモジュールは、セント
ラルサイトとリモートサイト間のボイスメールプロビジョニングを処理すると共に、ネッ

トワークサービスの復旧後に、リモートサイトから中央ロケーションへのボイスメールの

アップロードを処理します。

•ブランチサイトには Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）ルータまたは
Cisco Unified CM Express（CUCME-SRST）があり、これらがWAN障害時やその他のネット
ワーク中断時にコール処理を実行します。Unity Connection SRSVサーバは、WAN障害時に
ブランチサイトにバックアップボイスメールソリューションを提供します。

SRSV のトポロジ
SRSVトポロジにおけるすべての表記法は次のとおりです。

説明表記法

Cisco Unity ConnectionCUC

Cisco Unified Communications Manager（Cisco
Unified CM）

CCM

セントラルサイトのCisco Unified CMに登録さ
れた電話機。

CCM電話

ブランチサイトのSRSTルータに登録された電
話機。

SRST電話

ブランチサイトのCUCME-SRSTルータに登録
された電話機。

CUCME電話

それぞれのトポロジでは、ブランチサイトに SRSTルータが配置されています。WAN障害が発
生した場合、または PSTN接続が失われた場合、リモートサイトの IPフォンは SRSTルータに登
録されます。登録されると、IPフォンの画面に [SRST有効化（SRST Enabled）]モードが表示さ
れます。ブランチサイトの Unity Connection SRSVはアイドル状態のままになり、SRSTルータか
らコールを受信できるようになります。
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次に、Unity Connection SRSVでサポートされている 3つのトポロジを示します。

1 図 1-1のトポロジでは、SRSTルータがアイドル状態のままになっており、IPフォンの登録を
待機しています。WAN障害が発生すると、中央の Cisco Unified CMに登録されているブラン
チオフィスの IPフォンは接続が失われたことを検知し、SRSTルータに登録されます。以降、
ブランチへの着信コールはすべてSRSTによって処理されます。SRSTは非応答コール（ビジー
または無応答）を SRSVボイスメールサーバに転送し、発信者がブランチサイトのユーザ宛
てにボイスメールを残せるようにします。結果として、WAN障害によりセントラルオフィス
のボイスメールシステムに到達不能になっても、ブランチオフィスのボイスメールは引き続

き機能します。

ただし、WAN接続が回復すると、IPフォンは自動的に中央の Cisco Unified CMに登録されま
す。それ以降、すべてのコールは Cisco Unified CMによって管理され、無応答コールやビジー
コールは中央の Unity Connectionボイスメールシステムに転送されます。ブランチに保存され
ているすべてのボイスメールは、自動的に中央の Unity Connectionサーバと同期されます。

図 1：トポロジ 1

2 図 1-2のトポロジでは、CUCME-SRST（別名、SRSTフォールバックモード）ルータがアイド
ル状態のままになっており、IPフォンの登録を待機しています。WAN障害が発生した場合、
または PSTN接続が失われた場合、リモートサイトの IPフォンは CUCME- SRSTルータに登
録されます。結果として、WAN障害によりセントラルオフィスのボイスメールシステムに到
達不能になっても、ブランチオフィスのボイスメールは引き続き機能します。

ただし、WAN接続が回復すると、IPフォンは自動的に中央の Cisco Unified CMに登録されま
す。それ以降、すべてのコールは Cisco Unified CMによって管理され、無応答コールやビジー

Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail（SRSV）完全リファレンスガイド
3

はじめに

SRSV のトポロジ



コールは中央の Unity Connectionボイスメールシステムに転送されます。ブランチに保存され
ているすべてのボイスメールは、自動的に中央の Unity Connectionサーバと同期されます。

図 2：トポロジ 2

3 図 1-3のトポロジでは、存続可能ブランチサイトで、ロードバランシングのために複数の
CUCME-SRSTとSRSVデバイスがペアリングされています。このシナリオでは、管理者によっ
てブランチユーザが CUCME-SRST-1と CUCME-SRST-2間で分割されます。中央の Unity
Connectionサーバは、ブランチサイトのSRSV-1とSRSV-2に適切なユーザ設定を送信します。

WAN障害が発生した場合、または PSTN接続が失われた場合、各 SRSVデバイスは、対にな
る CUCME-SRSTデバイスから転送されたコールを処理します。結果として、WAN障害によ
りセントラルオフィスのボイスメールシステムに到達不能になっても、ブランチオフィスの

ボイスメールは引き続き機能します。

ただし、WAN接続が回復すると、IPフォンは自動的に中央の Cisco Unified CMに登録されま
す。それ以降、すべてのコールは Cisco Unified CMによって管理され、無応答コールやビジー
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コールは中央の Unity Connectionボイスメールシステムに転送されます。ブランチに保存され
ているすべてのボイスメールは、自動的に中央の Unity Connectionサーバと同期されます。

図 3：トポロジ 3

（注） • CiscoUnifiedEnhancedSRST（E-SRST）は、サバイバルモードにおける高度なCiscoUnified
CMテレフォニー機能を展開するために使用されます。オリジナルの SRSTを使用してお
り、サバイバルモードで使用するために高度なテレフォニー機能をプロビジョニングし

ない場合、E-SRST機能は必要ありません。E-SRSTの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/umg/rel8_5/admin_guide/UMGadmin.htmlにある『CiscoUnified
Messaging Gateway 8.5 Administrator Guide』の「Overview of Cisco UnifiedMessaging Gateway
Release 8.5」の章の「Enhanced Survivable Remote Site Telephony (E-SRST)」の項を参照し
てください。

•ブランチサイトのユーザ向けのMWI機能は、Unity Connection SRSVが SRSTルータと
SIP統合されている場合にのみサポートされます。

電話機を使用した Unity Connection SRSV へのアクセス
電話機を使用して Unity Connection SRSVサーバにアクセスすると Unity Connection SRSVカンバ
セ―ションが再生されます。これには、メッセージを受信する手順を示す説明とシステムプロン
プトが録音されています。
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Unity Connection SRSV のカンバセーションでの電話のキーパッドの使
用

電話機キーパッドの任意のキーを押して、Unity Connection SRSVサーバにアクセスできます。
Unity Connection SRSVのカンバセーションにはいくつかのバージョンがあり、それぞれ Unity
Connection SRSVメニューオプションとキーパッドのマッピングが異なります（たとえば、ある
バージョンではメッセージを削除するのに 3を押しますが、別のバージョンではメッセージを削
除するのに 7を押すことがあります）。

ユーザに対して再生されるカンバセーションのバージョンは、Unity Connection SRSV管理者が決
定します。通常、ユーザが使い慣れているキーパッドマッピングが設定されたカンバセーション

が選択されます。

Unity Connection SRSV へのコール
Unity Connection SRSVは、社内の自分のデスクフォンまたは別の電話機から呼び出すことができ
ます。

ステップ 1 適切な電話番号をダイヤルして Unity Connection SRSVを呼び出します。
ステップ 2 既知の内線番号としてUnityConnectionSRSVに登録されていない社内の他の電話機から呼び出す場合は、

Unity Connection SRSVが応答したら *（スターキー）を押します。
ステップ 3 指示に従って IDを入力し、#（シャープキー）を押します。
ステップ 4 Unity Connection SRSV PINを入力し、#を押してアカウントにログインします。

ボイスメールの送信

内線番号をダイヤルしなくても、他のUnity Connection SRSVユーザにボイスメールを送信できま
す。

UnityConnectionSRSVでは照合リストが再生されるので、簡単に検索することができます。リ
ストから受信者を選択するには #を押します。前の名前に移動するには 7を、次の名前に移動
するには 9を押します。リストの最初に移動するには 77を、リストの最後に移動するには 99
を押します。

ヒント
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受信確認の管理

Unity Connection SRSVを使用する際は、次のタイプの受信確認を管理できます。

•不達確認メッセージは、目的の受信者にメッセージが配信されなかった場合に通知されま
す。メッセージを確認する場合、Unity Connection SRSVはその他のメッセージとともに受信
確認を再生します。受信確認は他のメッセージと同じ方法で再生したり削除したりすること

ができますが、返信や転送はできません。

•開封確認：送信したメッセージを読んだ受信者のリストがUnityConnectionSRSVによって再
生されます。不達確認（NDR）では、Unity Connection SRSVによって、メールボックスで
メッセージを受信しなかった受信者が示されます。

UnityConnectionSRSVがNDRを再生した後は、元のメッセージを再生し、それを受信できなかっ
た受信者に再送できます。メッセージを再送するときに、コメントを録音したり、受信者リスト

を変更したり、配信オプションを変更したりすることができます。メッセージを再送すると、自

動的に Unity Connection SRSVによって NDRが削除されます。

電話機のキーパッドを使用した受信確認の管理

ステップ 1 Unity Connection SRSVにコールをしてログインします。
ステップ 2 [メイン（Main）]メニューで、[新規メッセージを再生（Play New Messages）]を選択し、[受信確認

（Receipts）]を選択します。
ステップ 3 指示に従って、受信確認を管理します。

電話機のキーパッドによるメッセージの検索

メッセージを聞く際、メッセージジャンプオプションを使用して、メッセージの番号を入力する

ことによって特定のメッセージを検索できます。

ステップ 1 Unity Connection SRSVにコールをしてログインします。
ステップ 2 [メイン（Main）]メニューから、[新規メッセージを再生（Play New Messages）]または [古いメッセージ

を確認（Review Old Messages）]を選択します。
ステップ 3 メッセージジャンプショートカットキーを押します。

メッセージ番号を入力するプロンプトを再生するためのショートカットキーについては、Unity
Connection SRSV管理者に問い合わせてください。

ヒント
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ステップ 4 指示に従ってメッセージ番号を入力し、最後に #を押します。
ステップ 5 プロンプトに従って、再生したメッセージを処理します。

削除されたメッセージの管理

Unity Connection SRSVでは、削除したメッセージが保存されています。それらのメッセージは、
再生、復元、または完全に削除することができます。メッセージの完全削除は、特に一定時間が

経過した後に自動的にメッセージを削除するようにUnity Connection SRSVで設定されていない場
合に、メールボックスのサイズを削減できる重要な手段となります。

メッセージ保存ポリシーを適用するようにシステムが設定されているかどうかを、UnityConnection
SRSVの管理者に確認してください。Unity Connection SRSVでは、メッセージ保存ポリシーが適
用されていてもそのことが示されず、また、ポリシーの結果としてメッセージが完全に削除され

る場合にも事前警告は表示されません。Unity Connection SRSVに保存ポリシーが設定されていな
い場合は、定期的にメッセージを完全に削除してください。

電話機のキーパッドを使用したメッセージの完全削除

ステップ 1 Unity Connection SRSVにコールをしてログインします。
ステップ 2 [メイン（Main）]メニューで、[古いメッセージを確認（ReviewOldMessages）]を選択し、[削除済みメッ

セージ（Deleted Messages）]を選択します。
ステップ 3 指示に従って、削除済みメッセージを確認しながら個々に削除するか、あるいはすべてのメッセージを同

時に削除します。

削除されたメッセージの確認

削除済みメッセージは、新しいメッセージや開封済みメッセージと同様に、再生できます。また、

削除済みメッセージは、新しいメッセージまたは開封済みメッセージとして復元することもでき

ます。

デフォルトでは、最も新しいメッセージが最初に再生されます。削除されたメッセージでは、メッ

セージタイプメニューを使用可能にしたり、タイプによって再生順序を指定したりできないこと

に注意してください。
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電話機のキーパッドを使用した削除済みメッセージの確認

ステップ 1 Unity Connection SRSVにコールしてログインします。
ステップ 2 [メイン（Main）]メニューで、[古いメッセージを確認（ReviewOldMessages）]を選択し、[削除済みメッ

セージ（Deleted Messages）]を選択します。
ステップ 3 プロンプトに従って、再生した削除済みメッセージを処理します。

緊急連絡先番号の変更

組織外の緊急連絡先番号を指定するには、外線通話に必要なアクセスコード（9番など）を先頭
に付けます。

再生設定の指定

再生設定によって、次の再生音量と再生速度を変更できます。

•再生時の個々のメッセージ。

•現在の電話セッションのカンバセーション。これは、Unity Connection SRSVがプロンプトを
再生している間はいつでも可能です。

個々のメッセージの再生設定の変更は、同じ電話セッション中に再生する他のメッセージの再生

には影響しません。カンバセーションの再生の変更は電話を切るまで有効です。再生設定は、次

回の Unity Connection SRSV呼び出し時にデフォルトにリセットされます。

カンバセーションの速度や音量を調整する場合は、ボイスコマンドのみ使用できます。電話

機のキーパッドは使用できません。

（注）

個々のメッセージの再生音量の変更

電話でメッセージを聞く場合には、メッセージの音量を調整できます。メッセージの再生設定の

変更は、同じ電話セッション中に再生する他のメッセージの再生には影響しません。
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電話機のキーパッドを使用した個々のメッセージの再生音量の変更

再生音量を調整するときに押すキーは、カンバセーションによって異なります。再生音量の変更

用に割り当てられているキーについては、システム管理者に問い合わせてください。メッセージ

の再生中は、次の音量設定を切り替えることができます。

説明オプション

音量が上がります。キーを一度押す

音量が下がります。キーをもう一度押す

音量が標準に戻ります。キーをもう一度押す

個々のメッセージの再生速度の変更

メッセージを電話で聞く場合には、メッセージの再生速度を調整できます。再生速度を変更して

も、同じ電話セッション中に再生する他のメッセージの再生速度には影響しません。

再生速度を調整するときに押すキーは、カンバセーションによって異なります。再生速度を変更

するためにどのキーが割り当てられているかをシステム管理者に問い合わせてください。メッセー

ジを再生中に、次の速度設定を使用します。

説明オプション

メッセージを低速で再生します。減速キーを押す

メッセージを高速で再生します。高速キーを一度押す

メッセージをより高速で再生します。高速キーをもう一度押す

Unity Connection カンバセーションの再生音量の変更
Unity Connection SRSVがプロンプトを再生している間はいつでもボイスコマンドを使用して、
UnityConnectionカンバセーションの音量を変更できます（電話のキーパッドを使用して、カンバ
セーションの音量を調整することはできません）。

変更は電話を切るまで有効です。次回Unity Connection SRSVに発信すると、音量はデフォルト設
定にリセットされます。

Unity Connection カンバセーションの再生速度の変更
Unity Connection SRSVがプロンプトを再生している間はいつでもボイスコマンドを使用して、
Unity Connection SRSVカンバセーションの速度を変更できます（電話のキーパッドを使用して、
カンバセーションの速度を調整することはできません）。
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変更は電話を切るまで有効です。次回Unity Connection SRSVに発信すると、速度はデフォルト設
定にリセットされます。

クラシックカンバセーション用電話メニュー

メインメニューとショートカット

メインメニューが再生されている間に、次のキーを押します。

キー操作

1新しいメッセージを再生する

3、1開封済みメッセージを確認する

3、2削除されたメッセージを確認する

（一部のシステムでは使用不可）

メッセージ再生中のメニューとショートカット

メッセージが再生されている間に、次のキーを押します。

キー操作

1最初からメッセージを再生する

1 2番号でメッセージを再生する

1 4前のメッセージを再生する

6次のメッセージを再生する

2保存する

3削除する

4再生速度を下げる

5音量を変更する

（一部のシステムでは使用不可）

6再生速度を上げる

7メッセージの巻き戻し

8一時停止/再開する

9早送りする
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キー操作

#最後まで早送りする

#2開封済みメッセージとして復元する

（一部のシステムでは使用不可）

#6新規メッセージとして保存/復元する

（一部のシステムでは使用不可）

#9メッセージプロパティを再生する

##メッセージをスキップし、そのまま保存する

*キャンセルまたは 1つ戻る

0ヘルプ

メッセージ再生後のメニューとショートカット

メッセージが再生された後に、次のキーを押します。

キー操作

1再度メッセージを再生する

1 2番号でメッセージを再生する

1 4前のメッセージを再生する

2開封済みメッセージとして保存/復元する

（一部のシステムでは使用不可）

3削除する

5メッセージを転送する

6新規メッセージとして保存/復元する

7巻き戻す

9メッセージプロパティを再生する

#そのまま保存する

*キャンセルまたは 1つ戻る

0ヘルプ
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レコーディングメニュー

メッセージを録音するときは、次のキーを使用します。

キー操作

8一時停止/再開する

#録音を終了する

メッセージ再生後のメニューとショートカット（代行キーパッドマッピング N）
メッセージが再生された後に、次のキーを押します。

キー操作

4巻き戻す

6そのまま保存する

9送信者を呼び出す

（一部のシステムでは使用不可）

7 0メッセージプロパティを再生

7 1返信する

7 2再度メッセージを再生する

7 3メッセージを転送する

7 4全員に返信する

7 6削除する

7 7開封済みメッセージとして保存/復元する

（一部のシステムでは使用不可）

7 8新規メッセージとして保存/復元する

（一部のシステムでは使用不可）

*キャンセルまたは 1つ戻る

0オペレータ
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レコーディングメニュー（代行キーパッドマッピング N）
メッセージ、名前、およびグリーティングを録音するときに、次のキーを使用します。

キー操作

8一時停止/再開する

#録音を終了する

中央の Unity Connection と Unity Connection SRSV 間での
データの同期のプロビジョニング

次に、中央の Unity Connectionと Unity Connection SRSV間で同期されるデータのリストを示しま
す。

1 ユーザ属性

• FirstName

• LastName

• Alias

• DisplayName

• Language

• DtmfAccessId

• SmptAddress

• VoiceName

• Undeletable

• ObjectId

• callhandlerobjectid

• initials

• title

• employeeId

• address

• building

• city

• state

• postalcode
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• country

• timezone

• department

• manager

• billingId

• emailAddress

• useDefaultTimeZone

• useDefaultLanguage

• saySenderExtension

• sayAni

• saySender

• listInDirectory

2 ユーザのボイスメールの取得

3 ユーザ PINの取得
4 ユーザのMWI表示名とステータスの取得
5 ユーザのメッセージ設定の取得

6 ユーザのグリーティングの取得：中央サーバのユーザのグリーティングを変更する場合は、中

央サーバの [プロビジョニングの同期（Sync Provisioning）]チェックボックスをオンにして、
新規のグリーティングをブランチサーバに同期させます。

7 同報リストの取得：中央サーバで [同報リストの設定の編集（Edit Distribution List Settings）]
ページの [SRSVブランチのレプリケート（Replicate to SRSV Branch）]チェックボックスがオ
ンになっている場合、同報リストのデータはブランチサーバと同期されます。

制限事項

ボイスメールの制限および制約事項

Unity Connection SRSVには、ボイスメールに関するいくつかの制限と制約事項があります。

•次の機能は Unity Connection SRSVではサポートされていません。

◦ファクスサポート

◦連絡先のアドレッシング

◦ディスパッチメッセージ

◦基本サービス（オプショングリーティング、通知など）のスケジュール。

◦高度なテレフォニー機能（通話の発信者名確認、コール転送など）。
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◦タッチトーンカンバセーションユーザ機能による音声名、同報リスト、PINの更新。

◦タッチトーンカンバセーションユーザ管理インターフェイス（ブロードキャスト、グ
リーティングの管理など）。

◦プライベート同報リスト。

◦テキスト/スピーチ機能または音声認識機能。

◦タッチトーンカンバセーションユーザ（TUI）のボイスメールフローのカスタマイズ。

◦ VPIM

◦ IMAP

◦シングルインボックス

◦ Cisco Personal Communications AssistantおよびWeb Inbox。

◦

•ボイスメールの作成、転送、および返信機能は、Unity Connection SRSVではサポートされて
いません。[無応答（RingNoAnswer）]または [話中転送（Call Forward Busy）]機能のみがサ
ポートされています。

•ボイスメールの同期は、中央の Unity Connectionサーバ経由でのみサポートされています。
中央の Unity Connectionサーバで受信したボイスメールは Unity Connection SRSVにレプリ
ケートされません。

•ボイスメールのアップロードは、Cisco Unified Communications Managerでの電話機の登録と
同期されません。

•コールハンドラの設定はプロビジョニングデータに含まれず、このデータは中央の Unity
Connectionと Unity Connection SRSVサーバ間で同期されません。

•非ユーザ内線番号に対するシステム転送は、Unity Connection SRSVでは行われません。これ
は、Cisco Unity Connection Administrationの [グリーティングの編集（Edit Greeting）]ページ
にある [ユーザまたはコールハンドラに関連付けられていない番号への転送を許可するユー
ザ（Allow Transfers to Numbers Not Associated with Users or Call Handlers）]設定が、Unity
Connection SRSVにないためです。

•中央のUnityConnectionサーバの一部のサービスクラス（CoS）機能（同報リストアクセス、
メッセージの削除の実行など）が、すべての Unity Connection SRSVユーザに対してプロビ
ジョニングされます。

•サブスクライバは、中央のUnity Connectionサーバでボイスメールの設定を行うまでは Cisco
Unity Connection SRSV Administrationにログインできません。

•ライブレコード機能と Live Reply機能はサポートされていません。
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自動応答に関する制限事項

自動応答の設定は、ブランチサイトでのみ行われます。中央の Unity Connectionサーバから同期
を行う必要はありません。自動応答は、内部および外部の発信者が社内のユーザや部門を検出し

て通話を転送する上で役立ちます。

Unity Connection SRSVでサポートされていない自動応答機能は以下のとおりです。

•パーティションまたはサーチスペース。

•高度な通話機能（通話の発信者名確認など）

•インタビューハンドラ

•ディスパッチメッセージ

ネットワークアドレス変換（NAT）に関する制限事項
• NATはブランチロケーションでのみサポートされます。中央の Unity Connectionサーバでは
サポートされません。

•各 NATサイトでは、1つの Unity Connection SRSVのみプロビジョニングできます。

•スタティック NATおよびポートアドレス変換（PAT）のみサポートされています。

•ダイナミック NATはサポートされていません。

バックアップと復元に関する制限事項

重複した電子メールメッセージの作成を防ぐため、UnityConnection SRSV上にディザスタリカバ
リシステムデータのバックアップを作成することはお勧めしません。

同報リストに関する制限事項

•サバイバルモードで同報リストに送信されたボイスメールは、WANの復旧後に初めてメン
バーに送信されます。

•同報リストの音声名はプロビジョニングされません。

•同報リストの録音名はプロビジョニングされません。

•パブリック同報リストのみがサポートされます。
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第 2 章

Cisco Unity Connection SRSV のインストール
と設定

• はじめに, 19 ページ

• Unity Connection SRSVのインストールに関する前提条件, 20 ページ

• Unity Connection SRSVをインストールするためのタスクリスト, 20 ページ

• インストール後のタスク, 22 ページ

はじめに
Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail（Cisco Unity Connection SRSV）は、Cisco
Services Ready Engine（SRE）ブレード（CiscoUnified SRSTルータ上にマウント）または仮想マシ
ンのいずれかにインストールできます。

SRSTブレードに Unity Connection SRSVをインストールする場合は、SREブレードを仮想化
し、それに Unity Connectionサーバをインストールする必要があります。SREの仮想化は、
VMware ESXi v5.1、5.5、6.0、6.5でサポートされています。詳細については、『Installation and
Configuration Guide for Cisco Services Ready Engine Virtualization 1.0』の「Cisco Services Ready
Engine Virtualization Overview」の章を参照してください。このドキュメントは、http://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/services_modules/sre_v/1-0/user/guide/sre_v.html
から入手できます。

（注）

仮想マシンまたはSREブレードルータにUnityConnectionをインストールしたら、UnityConnection
SRSVをインストールするためのタスクリスト, （20ページ）の項のタスクを実行して Unity
Connection SRSVをインストールします。
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Unity Connection SRSV のインストールに関する前提条件
Unity Connection SRSVサーバをインストールする前に、次の事項を検討してださい。

• UnityConnectionSRSVは、サポート対象のハードウェアプラットフォームにインストールす
る必要があります。詳細については、次の項を参照してください。

◦ https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/supported_platforms/b_
11xcucspl.htmlにある『CiscoUnityConnection 11.x Supported PlatformsList』の「Specification
for Hardware Platforms and Cisco IOS Software Releases Supported by Unity Connection SRSV」
の項。

◦ https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/supported_platforms/b_
11xcucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 11.x Supported Platforms List』の
「Specifications for Virtual Platform Overlays Supported by Unity Connection SRSV」の項。

◦ UnityConnectionSRSV管理者ワークステーションをソフトウェア要件に従って設定する
必要があります。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/requirements/b_11xcucsysreqs.htmlにある『System Requirements for Cisco
Unity Connection, Release 11.x』の「Software Requirements-AdministratorWorkstations (Unity
Connection and Unity Connection SRSV)」の項を参照してください。

Unity Connection SRSV をインストールするためのタスク
リスト

Unity Connection SRSVサーバをインストールして設定するには、次のタスクを実行します。

1 SRE-900/SRE-910シリーズブレードまたは仮想マシンにUnityConnectionをンストールします。
Unity Connectionのインストールのプロセスについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/b_11xcuciumg.htmlで入手可能な『Install,
Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』の「Installing Cisco Unity
Connection」の章を参照してください。

インストールすると、Unity Connectionは [デモ（Demo）]ライセンスモードで起動します。

2 CLIコマンド utils cuc activate CUSRSVを実行して、Unity Connectionサーバを Unity Connection
SRSVサーバに変換します。

3 中央のUnity Connectionサーバの Prime LicenseManager（PLM）サーバにUnity Connection SRSV
固有のライセンスをインストールします。ライセンスのインストールの詳細については、https:/
/www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/b_11xcuciumg.html
で入手可能な『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』
の「Managing Licenses」の章を参照してください。
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Cisco Unity Connection Administrationの [ライセンス（License）]ページにある
CUC_EnhancedMessagingタグは、Unity Connectionのボイスメールユーザと SRSV機能の両方
に対してインストールされているライセンスの数を示しています。

以下のシナリオは、中央の Unity Connectionサーバのライセンスステータスを示しています。

•中央の Unity Connectionサーバのライセンスステータスが [準拠（Compliance）]または
[違反（Violation）]である場合は、Unity Connection SRSVに関連するすべての機能（ユー
ザプロビジョニングやボイスメールのアップロードなど）が通常のシナリオでの想定ど

おりに機能します。

•中央の Unity Connectionサーバのライセンスステータスが [期限切れ（Expire）]になる
と、中央の Unity Connectionからブランチ（Unity Connection SRSV）サーバへのユーザの
同期が停止します。ただし、ボイスメールと自動応答機能はブランチサーバで引き続き

動作します。

4 Cisco Unity Connection SRSV Administrationを他のロケール（米国英語以外）に対応するように
ローカライズする場合：CiscoUnifiedCommunicationsManager <language>ロケールをダウンロー
ドしてインストールします。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/cucos/10_0_1/
CUCM_BK_C2F2626C_00_cucm-os-admin-guide-100.html.にある該当する『Cisco Unified
Communications Operating System Administration Guide』の「Software Upgrades」の章の「Locale
Installation」の項を参照してください。

Unity Connection SRSVシステムには、1つのロケールのみインストールできます。（注）

5 追加の言語をインストールし、Cisco Personal Communications Assistantをローカライズする場
合：対応する Cisco Unified Communications Managerロケールをダウンロードしてインストール
します。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/cucos/10_0_1/CUCM_BK_
C2F2626C_00_cucm-os-admin-guide-100.html.にある該当する『Cisco Unified Communications
Operating System Administrator Guide』の「Software Upgrades」の章の「Locale Installation」の項
を参照してください。

6 インストールが完了したら、中央のUnityConnectionサーバとブランチのUnityConnection SRSV
サーバの通信を保護します。これを行うには、中央サーバに署名付き証明書をアップロードす

るか、中央サーバでの自己署名証明書の使用を許可します。詳細については、「UnityConnection
と Cisco Unity SRSV間の通信の保護」の項を参照してください。

7 Cisco Unity Connection SRSV Administrationに表示される次のコンポーネントを設定します。

•ユーザ（管理者およびサブスクライバ）

•コールハンドラテンプレート

•システム同報リスト

•システムコールハンドラおよびディレクトリハンドラ

•ネットワーキング
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•システム設定（スケジュール、カンバセーション、エンタープライズパラメータ、プラ
グイン）

•テレフォニー統合（電話システム、ポートグループ、ポート、セキュリティ）

•カスタムキーパッドマッピング

インストール後のタスク
Unity Connection SRSVサーバのインストールが完了したら、次のタスクを実行します。

1 Cisco Unity Connection Administrationの [ブランチ管理（Branch Management）]ページから中央
の Unity Connectionサーバを設定します。詳細については、「Unity Connection SRSV設定値の
設定」の項を参照してください。

2 管理者のワークステーションで Real-Time Monitoring Toolソフトウェアをダウンロードし、イ
ンストールします。http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/service/10_0_1/rtmt/
CUCM_BK_CA30A928_00_cisco-unified-rtmt-administration-100.htmlで入手可能な『CiscoUnified
Real-Time Monitoring Tool Administration Guide, Release 10.0(1)』の「Getting Started」の章を参照
してください。

Unity Connection SRSV 設定値の設定
ここでは、中央の Unity Connectionサーバと通信するための Unity Connection SRSVの設定につい
て説明します。

プロビジョニングとボイスメールのアップロード

Unity Connectionは、中央の Unity Connectionサーバとブランチ（Unity Connection SRSV）サーバ
間のプロビジョニングとボイスメールのアップロードについて、次の方法をサポートしています。

手動同期

ブランチサーバで手動でユーザをプロビジョニングし、ブランチサーバから中央のUnityConnection
サーバにボイスメールをアップロードできます。
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手動による Unity Connection とブランチサーバの同期

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで [ネットワーキング（Networking）] > [ブランチ管理（Branch
Management）]を展開し、[ブランチ（Branches）]を選択します。

ステップ 2 [ブランチ登録（Branch Listing）]ページで、[新規追加（Add New）]を選択して新しいブランチを追加し
ます。

ステップ 3 [ブランチの新規作成（New Branch）]ページで、必要なフィールドに値を入力し、[保存（Save）]を選択
します（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（This Page）]を参照）。

ステップ 4 [ブランチの編集（Edit Branch）]ページで、[プロビジョニングの同期（Sync Provisioning）]または [ボイ
スメールのアップロード（Voicemail Upload）]を選択します。

ステップ 5 ブランチの同期結果を表示するには、次の手順を実行します。

a) Cisco Unity Connection Administrationで [ネットワーキング（Networking）] > [ブランチ管理（Branch
Management）]を展開し、[ブランチの同期結果（Branch Sync Results）]を選択します。

b) [値（Value）]フィールドで [ボイスメール（Voicemail）]または [プロビジョニング（Provisioning）]
を選択することで、同期結果をフィルタリングできます（各フィールドの詳細については、[ヘルプ
（Help）] > [このページ（This Page）]を参照）。

自動同期

ボイスメールのアップロードプロセスをスケジュールすることによって、ユーザのプロビジョニ

ングとブランチから中央のUnityConnectionサーバへのボイスメールのアップロードを自動化でき
ます。

自動プロビジョニングとボイスメールアップロードの有効化

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[ツール（Tools）]を展開し、[タスク管理（Task Management）]
を選択します。

ステップ 2 [タスク管理（TaskManagement）]ページで、[ブランチプロビジョニング同期タスク（Branch Provisioning
Synchronization Task）]または [ボイスメールのアップロード（Voicemail Upload）]をスケジュールしま
す。（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（This Page）]を参照）。

ステップ 3 [保存]を選択します。

Unity Connection SRSV ユーザを設定するためのタスクリスト
新しいユーザを作成するか既存のユーザを更新して、Unity Connection SRSV機能にアクセスでき
るようにします。
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必要なすべてのサービス（ConnectionRESTServiceやConnectionBranch Sync Serviceなど）が、
中央のUnity Connectionサーバとブランチシステムで起動していることを確認してください。
Unity Connection SRSV機能に必要なサービスの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/serv_administration/b_11xcucservag.htmlにある『Administration
Guide for Cisco Unity Connection Serviceability Release 11.x』を参照してください。

（注）

Unity Connection SRSVユーザを設定するには、次の手順を実行します。

1 UnityConnectionサーバ上にパーティションを作成します。パーティションの詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/b_cucsag.html
にある『System Administration Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x Guide』の「Call
Management」の章の「Configuring Partitions」の項を参照してください。

2 作成したパーティションに対応する Unity Connection SRSVの詳細情報を使用して、Unity
Connectionサーバにブランチを作成します。

Cisco Unity Connection Administrationで [ネットワーキング（Networking）] > [ブランチ管理
（Branch Management）]を展開し、[ブランチ（Branches）]を選択します。

[ブランチ登録（Branch Listing）]ページで、[新規追加（Add New）]を選択して新しいブラン
チを追加します。

[ブランチの新規作成（NewBranch）]ページで、必要なフィールドに値を入力し、[保存（Save）]
を選択します（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（ThisPage）]
を参照）。

3 既存のユーザまたは新規ユーザにパーティションを割り当て、UnityConnectionSRSV機能にア
クセスできるようにします。新しいユーザの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/b_cucsag.htmlにある『SystemAdministration
Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x Guide』の「Users」の章の「Creating User Accounts
Manually」の項を参照してください。
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はじめに
Cisco Unity Connection SRSV Administrationは、ブランチ（Unity Connection SRSV）サーバで管理
タスク（サブスクライバの設定、コール管理計画の実装など）を行うために使用されるWebイン
ターフェイスです。

ユーザ
Unity Connection SRSVサーバには、2つのタイプのユーザが存在します。

定義ユーザ

管理者は、Cisco Unity Connection SRSV Administrationにログイ
ンする権限があるユーザです。Unity Connection SRSVで作成さ
れた管理者ユーザは、中央の Cisco Unity Connectionサーバと同
期されません。

管理者
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定義ユーザ

サブスクライバは、中央のUnityConnectionサーバで作成された
リモートユーザであり、Unity Connection SRSVサーバと同期さ
れます。

ブランチサーバではサブスクライバの関連情報を変

更できません。更新が必要な場合は、中央の Unity
Connectionサーバで実行する必要があります。

（注）

サブスクライバ

ユーザの検索

Cisco Unity Connection SRSV Administrationでは、入力した検索条件に基づいてユーザを検索でき
ます。検索機能を使用して、Unity Connection SRSVの管理者やサブスクライバを検索できます。
[管理者の検索（Search Administrators）]ページに管理者ユーザのリストが表示されるので、リス
トから特定の管理者名を検索できます。[ユーザの検索（Search Subscribers）]ページには、Unity
Connection SRSVで対応可能なすべてのサブスクライバが一覧表示されます。

デフォルトでは、検索結果として、すべての管理者の詳細情報が返されます。デフォルトでは、

管理者はページごとに 25件のレコードを表示でき、ドロップダウンリストからページごとの行
数を選択できます。1ページに表示できる検索結果の上限は 250件です。管理者は次のオプショ
ンを使用して、[名前（Name）]フィールドでカスタム検索を実行できます。

•が次の文字列で始まる（Begins With）

•が次の文字列を含む（Contains）

•が次の文字列で終わる（Ends With）

•が次の文字列と等しい（Is Exactly）

•が空である（Is Empty）

•が空ではない（Is Not Empty）
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Cisco Unity Connection SRSV Administration での管理者アカウントの設定
Cisco Unity Connection SRSV Administrationを使用して、管理者アカウントを作成、変更、または
削除できます。ただし、デフォルトの管理者アカウントは変更したり削除したりできません。

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV Administrationで、[ユーザ（Users）]を展開し、 [管理者（Administrators）]
を選択します。[管理者の検索（Search Administrators）]ページに、現在設定されている管理者が表示され
ます。

ステップ 2 管理者を設定します（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（This Page）]を
参照）。

•管理者アカウントを追加するには：

[管理者の検索（Search Administrators）]ページで [新規追加（Add New）]を選択します。

[管理者の新規作成（New Administrator）]ページで、必要なフィールドに値を入力し、[保存
（Save）]を選択します。

•既存の管理者アカウントを編集するには：

[管理者の検索（Search Administrators）]ページで、適切な管理者アカウントを選択します。

[管理者の編集（Edit Administrator）]ページで、必要なフィールドの値を変更し、[保存
（Save）]を選択します。

[管理者の編集（EditAdministrator）]ページで、[編集（Edit）]を選択し、[パスワードの変更
（Change Password）]または [役割（Roles）]を選択します。

[パスワードの変更（Change Password）]ページまたは [役割の編集（Edit Roles）]ページで、
必要なフィールドの値を変更し、[保存（Save）]を選択します。

•既存の管理者アカウントを削除するには：

[管理者の検索（SearchAdministrators）]ページで、該当するチェックボックスをオンにして、
削除する管理者アカウントを選択します。

[選択項目の削除（Delete Selected）]を選択し、[OK]を選択して削除を確定します。

テンプレート
Unity Connection SRSVに追加する各コールハンドラは、テンプレートに基づいています。コール
ハンドラテンプレートからの設定は、コールハンドラに適用されます。コールハンドラの大部

分の設定は、デフォルトのコールハンドラテンプレートを使用して適用されます。管理者は新し

いテンプレートを作成することができます。
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コールハンドラを作成する前に、使用する予定のテンプレートの設定を確認して、変更が必要か

どうか、または新しいテンプレートを作成するかどうかを判断します。各テンプレートごとに、

作成予定のコールハンドラに必要な転送、発信者入力、グリーティング、メッセージの設定の有

効化を検討する必要があります。コールハンドラテンプレートの設定を変更した場合、新しい設

定は、そのテンプレートを使用して新たに作成されたコールハンドラに対してのみ有効になるこ

とに注意してください。テンプレート設定を変更しても、既存のコールハンドラには影響を与え

ません。

コールハンドラテンプレートを削除しても、そのテンプレートに基づく既存のコールハンド

ラの設定には影響しません。

（注）

Cisco Unity Connection SRSV Administration でのコールハンドラテンプ
レートの設定

Cisco Unity Connection SRSV Administrationを使用して、新しいコールハンドラテンプレートを作
成、変更、または削除できます。ただし、既存のコールハンドラテンプレートは変更したり削除

したりできません。

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV Administrationで、[テンプレート（Templates）]を展開し、[コールハンドラ
テンプレート（CallHandler Templates）]を選択します。[コールハンドラテンプレートの検索（SearchCall
Handler Templates）]ページに、現在設定されているコールハンドラテンプレートが表示されます。

ステップ 2 コールハンドラテンプレートを設定します（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [この
ページ（This Page）]を参照）。

•コールハンドラテンプレートを追加するには：

1 [コールハンドラテンプレートの検索（Search Call Handler Templates）]ページで [新規追加（Add
New）]を選択します。

2 [コールハンドラテンプレートの新規作成（NewCallHandlerTemplates）]ページで、必要なフィー
ルドに値を入力し、[保存（Save）]を選択します。

•既存のコールハンドラテンプレートを編集するには：

1 [コールハンドラテンプレートの検索（Search Call Handler Templates）]ページで、適切なコール
ハンドラテンプレートを選択します。

2 [コールハンドラテンプレートの編集（Edit Call Handler Templates）]ページで、必要なフィール
ドの値を変更し、[保存（Save）]を選択します。

3 [コールハンドラテンプレートの編集（Edit Call Handler Templates）]ページの [編集（Edit）]メ
ニューで、以下から編集する設定を選択し、[保存（Save）]を選択します。
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•転送ルール（Transfer Rules）

•発信者入力（Caller Input）

•グリーティング（Greetings）

•メッセージ設定（Message Settings）

コールハンドラテンプレートの設定の詳細については、「コールハンドラの設定

（3-5ページ）」の項を参照してください。
（注）

•既存のコールハンドラテンプレートを削除するには：

◦ [コールハンドラテンプレートの検索（Search Call Handler Templates）]ページで、該当する
チェックボックスをオンにして、削除するコールハンドラテンプレートを選択します。

◦ [選択項目の削除（Delete Selected）]を選択し、[OK]を選択して削除を確定します。

同報リスト
システム同報リストは、ボイスメールを複数のユーザに送信するために使用されます。通常、シ

ステム同報リストのメンバーは、定期的に同じ情報を必要とするユーザです（ある部署の従業員、

チームのメンバーなど）。ブランチサーバでは、同報リストへのメッセージ送信は、コールハン

ドラの [メッセージ受信者（Message Recipient）]プロパティで同報リストが選択されている場合
にのみサポートされます。

同報リストにメッセージを送信すると、送信者はメッセージが同報リストに送信されたことを確

認するための通知を受け取ります。ただし、同報リストのメンバーは、WAN障害が回復して中央
のUnityConnectionサーバにメッセージが正常にアップロードされた後にのみメッセージを受信し
ます。

同報リスト宛ての新しいメッセージの作成は、ブランチサーバではサポートされません。（注）

ブランチサーバでは、同報リストの関連情報を作成、変更、削除できません。更新が必要な場合

は、中央の Unity Connectionサーバで実行する必要があります。

通話管理
コール管理計画は、テレフォニーユーザインターフェイスを介してハンドラが相互接続する方法

を示すものです。CiscoUnityConnectionSRSVの管理には、短縮ダイヤルオプションメニューと、
想定されるすべてのナビゲーションの選択肢（コールハンドラにアクセスために、内線番号をダ
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イヤルするかルーティングルールを使用するかなど）があり、これらは Connection SRSVサブス
クライバで設定できます。

システムコールハンドラ

Unity Connection SRSVには 3つの定義済みコールハンドラがあります。これらは変更可能です
が、削除することはできません。定義済みのコールハンドラの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsagx.htmlで入手可能な『System
AdministrationGuide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』の「CallManagement」の章の「Default
System Call Handlers」の項を参照してください。

Cisco Unity Connection SRSV Administration でのコールハンドラの設定
方法

使用予定のコールハンドラテンプレートを作成または更新すると、コールハンドラを作成でき

るようになります。コールハンドラの作成後、設定の調整が必要になることがあります。Cisco
Unity Connection SRSV Administrationのツールを使用すると、1つまたは複数のコールハンドラを
同時に変更できます。

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV Administrationで [コール管理（Call Management）]を展開し、[システムコー
ルハンドラ（System Call Handler）]を選択します。[コールハンドラの検索（Search Call Handler）]ペー
ジに、現在設定されているコールハンドラが表示されます。

ステップ 2 コールハンドラを設定します（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（This
Page）]を参照）。

•コールハンドラを追加するには：

1 [コールハンドラの検索（Search Call Handlers）]ページで [新規追加（AddNew）]を選択します。

2 [コールハンドラの新規作成（New Call Handlers）]ページで、必要なフィールドに値を入力し、
[保存（Save）]を選択します。

•既存のコールハンドラを編集するには：

1 [コールハンドラの検索（SearchCallHandlers）]ページで、適切なコールハンドラを選択します。

2 [コールハンドラの編集（Edit Call Handler）]ページで、必要なフィールドの値を変更し、[保存
（Save）]を選択します。

3 [コールハンドラの編集（Edit Call Handler）]ページの [編集（Edit）]メニューで、以下から編集
する設定を選択し、[保存（Save）]を選択します。

•転送ルール（Transfer Rules）

•発信者入力（Caller Input）
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•グリーティング（Greetings）

•メッセージ設定（Message Settings）

コールハンドラの設定の詳細については、「コールハンドラの設定（3-5ペー
ジ）」の項を参照してください。

（注）

•既存のコールハンドラを削除するには：

1 [コールハンドラの検索（Search Call Handler Templates）]ページで、該当するチェックボックス
をオンにして、削除するコールハンドラを選択します。

2 [選択項目の削除（Delete Selected）]を選択し、[OK]を選択して削除を確定します。

コールハンドラの設定項目

以下に、コールハンドラテンプレートとコールハンドラの両方に該当する設定項目を示します。

転送ルール（Transfer Rules）
システム転送を使用すると、発信者は、ユーザ、連絡先、コールハンドラ、またはその他のエン

ティティに関連付けられていない番号をダイヤルできます。たとえば、ユーザがUnityConnection
SRSVボイスメールシステムにコールすると、そのコールは自動応答からコールハンドラに転送
されます。コールハンドラは、ロビー内線番号や会議室内線番号などの内線番号にコールを転送

できます。

コールハンドラのコール転送設定によって、Unity Connection SRSVがコールを転送する方法を指
定します。コールは、自動応答機能を介してコールハンドラに到達します。UnityConnectionSRSV
では、次の 3つの転送ルールをカスタマイズできます。

•標準（Standard）

•時間外（Closed）：アクティブなスケジュールの営業時間外および休日

•オプション（Alternate）

オプション転送ルールは、有効化されている場合、常に標準や時間外の転送

ルールよりも優先され、効力を持ちます。

（注）

コールハンドラにコールが転送されると、Unity Connection SRSVはまず、該当する転送ルールを
チェックして、コールの転送先（コールハンドラグリーティングか、内線か）を判断します。
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コールハンドラグリーティングにコールを転送すると、UnityConnection SRSVは、状況とその時
間に有効になっているグリーティングに基づいて、適切なグリーティング（標準、時間外、休日、

内線、通話中、またはオプション）を再生します。該当するグリーティングにコールを転送して、

発信者に事前録音したオプションメニューや情報メッセージを提供するように、転送ルールを設

定することができます。

発信者を特定のユーザまたは別のコールハンドラにルーティングするには、ユーザの内線または

コールハンドラに転送するように転送ルールを設定します。コールをユーザの内線に転送すると

き、Unity Connection SRSVは、コールを電話システムにリリースすることも、転送を管理するこ
ともできます。Unity Connection SRSVが転送を管理するように設定されている場合は、下記のよ
うに、間接コールに対してコール発信者名確認や通話保留のオプションを提供できます。

•通話の発信者名確認を使用すると、Unity Connection SRSVはユーザに接続する前に発信者の
名前を尋ねることができます。ユーザは発信者を確認し、相手に応じてコールに応答または

拒否することができます。

•通話保留では、電話が通話中の場合、発信者に電話を切らずに待機するようUnityConnection
SRSVから依頼できます。保留中の各発信者が Unity Connection SRSVポートと電話システム
ポートを 1つずつ使用するので、ある一時点においてキューに保留可能な発信者の合計数は
利用可能なポートの数によって制限されます。

通話保留キュー内の最初の発信者のデフォルト待機時間は、25秒です。待機時間を過ぎても発信
者が保留されたままの場合、UnityConnectionSRSVは発信者に対して、引き続き待機するか、メッ
セージを残すか、または他の内線番号に発信するかを尋ねます。発信者が電話キーパッドのキー

を押さなかった場合、または保留を続ける、メッセージを残す、または別の内線をダイヤルする

というボイスコマンドを発音しなかった場合、発信者はガイダンスに転送されます。保留キュー

の後続の発信者には、これらのオプションのほかに、その発信者よりも前にいる別の発信者の数

が再生されます

発信者入力（Caller Input）
発信者入力設定は、コールハンドラグリーティングの途中で発信者が電話キーを押したときに、

その応答として Unity Connection SRSVが実行するアクションを定義します。グリーティングの
[グリーティングの編集（Edit Greeting）]ページでこの設定を使用すると、グリーティングで発信
者による入力を許可するかどうか、および発信者が転送を実行できるかどうかを指定できます。

または、コールハンドラの [発信者入力（Caller Input）]ページを使用して、すべてのコールハン
ドラグリーティングに適用する発信者入力キーとオプションを定義できます。

ワンタッチダイヤルによって、単一の数字がユーザの内線、緊急連絡先番号、コールハンドラ、

インタビューハンドラ、またはディレクトリハンドラを表すように指定できます。完全な内線番

号を入力する代わりに、発信者は、コールハンドラグリーティングの途中で単一のキーを押す

と、それに応じてUnity Connection SRSVが応答します。さまざまなキーを発信者入力オプション
として指定することで、コールハンドラグリーティングで発信者に選択メニューを提供できま

す。

コールハンドラの 1つまたは複数のキーに緊急連絡先番号への転送アクションを設定すると、発
信者が電話システム内の特定の非ユーザ内線番号や特定の外線番号への転送に使用できる、シン

プルなオーディオテキストツリーを簡単に設定できます。これにより、番号ごとに個別のコール
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ハンドラを作成する必要がなくなります。発信者を緊急連絡先番号に転送するとき、UnityConnection
SRSVは、転送を管理することも、このコールを電話システムから解放することもできます。

発信者は、ワンタッチダイヤルをバイパスできます。ワンタッチダイヤルメニューに従ってシ

ステムがコールをルーティングする前に、一定の秒数、一時停止して追加のキーが押されるのを

待つように設定します。このような一時停止により、発信者はハンドラグリーティングの間で

も、完全な内線 IDを押して短縮ダイヤルメニューをバイパスできます。

また、特定のキーをロックして、追加のキーが押されるのを待たずに、そのキーにプログラムさ

れているアクションを直接実行することもできます。

ユーザの内線番号の最初の数字と一致するキーをロックしないように注意してください。ロッ

クすると、発信者が内線番号を入力してユーザに電話をかけることができなくなります。

（注）

コールハンドラとユーザメールボックスの先頭に追加する数字を使用して、短縮内線をシミュ

レートできます。これらの数字を定義すると、コールハンドラまたはユーザメールボックスのグ

リーティングが再生されているときに、発信者がダイヤルした任意の内線の先頭に追加されます。

Unity Connection SRSVは、まず、先頭に数字を追加した内線にコールをルーティングします。数
字を追加した内線が有効でない場合、Unity Connection SRSVは、ダイヤルされた内線にコールを
ルーティングします。次の例で、Salesというコールハンドラは、数字の123を先頭に付けるよう
に設定されています。Salesコールハンドラのグリーティングの再生中に、発信者が 1000をダイ
ヤルすると、Unity Connection SRSVは内線 1231000にコールをルーティングします。先頭に数字
を追加した内線が有効でない場合、UnityConnection SRSVは内線 1000にコールをルーティングし
ます（内線 1000が有効な内線でなく、ユーザまたはコールハンドラに関連付けられていない番
号への転送を許可するようにSalesコールハンドラのグリーティングが設定されている場合、Unity
Connection SRSVは 1231000へのリリース転送を実行することに注意してください）。

短縮内線は、ユーザを異なるグループに分割する方法として使用できます。たとえば、会社に開

発部とマーケティング部という 2つの部署があるとします。この会社では 6桁の内線番号を使用
しており、開発部のすべての内線は 10から始まり、マーケティング部のすべての内線は 11から
始まります。開発部用とマーケティング部用にコールハンドラを作成できます。各コールハンド

ラは、コールハンドラからダイヤルされた内線に、必要に応じて 10または 11を先頭に追加する
ように構成できます。このように設定すると、ユーザが入力する必要がある内線番号は、ユーザ

の内線の下 4桁だけになります。

グリーティング（Greetings）
コールハンドラごとに、最大 7つのグリーティングを使用できます。グリーティング設定では、
有効なグリーティング、グリーティングの有効期限、グリーティングの内容、各グリーティング

中またはグリーティング後にUnity Connection SRSVが実行する処理を指定します。グリーティン
グが有効になっている場合、Unity Connection SRSVは、指定された日時になるまで、該当する状
況においてグリーティングが再生されます。この日時に達すると、グリーティングは自動的に無

効になります。無期限に再生するように、グリーティングを有効にすることもできます。
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コールハンドラグリーティングは複数の言語で録音できます。（注）

オプショングリーティングが有効にされているコールハンドラへのコールを Unity Connection
SRSVが処理する方法をカスタマイズできます。

オプショングリーティングを有効にした場合、Unity Connection SRSVでサポートされる機能は以
下のとおりです。

•自動応答機能またはディレクトリハンドラからユーザの内線にコールが転送されたときに、
コールハンドラに割り当てられている内線の呼び出し音を鳴らさずに（該当する場合）、発

信者を直接グリーティングに転送する。（外部の発信者または別の Unity Connection SRSV
ユーザがユーザの内線を直接ダイヤルした場合は、電話の呼び出し音が鳴ります）。

•すべての発信者がグリーティングをスキップすることを禁止します。

•すべての発信者がメッセージを残せないようにする（メッセージを取得するようにコールハ
ンドラが設定されている場合）。

Unity Connection SRSVは要件に合わせてカスタマイズされたグリーティング
を再生します。ただし、その時間中に一部のグリーティングが有効になって

いる場合は、他のグリーティングよりもそれらが優先されます。

（注）

次の表は、コールが行われたときのグリーティングの動作を示しています。

他のグリーティングが優先される場合以外は、常に再生されます。標準のグ

リーティングは無効にできません。

標準

（Standard）

アクティブなスケジュールで定義された時間外（業務時間外）に再生されま

す。時間外のグリーティングは標準のグリーティングよりも優先されるため、

時間外のグリーティングによって、標準のグリーティングはアクティブなスケ

ジュールに定義された営業時間に制限されます。

終了（Closed）

発信者が無効な数字を入力したときに再生されます。数字が内線と一致しない

場合、内線が検索範囲で見つからなかった場合、または発信者がその数字のダ

イヤルを制限されている場合に、この状態が発生します。エラーグリーティ

ングは無効にできません。

システムのデフォルトのエラー録音は、「入力した値がまちがっています（I
did not recognize that as a valid entry）」です。デフォルトでは、エラーグリー
ティングが再生された後、Unity Connectionは発信者が無効な数字を入力した
ときに再生したグリーティングをもう一度再生します。

エラー（Error）

コールハンドラの所有者は、Cisco Unity Connection SRSV Administrationの [システムコールハン
ドラ（SystemCall Handlers）] > [グリーティング（Greetings）]ページ、または電話機のCiscoUnity
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Greetings Administratorを使用して、別のコールハンドラグリーティングを選択したり、コール
ハンドラグリーティングを録音することができます。

メッセージ設定（Message Settings）
特定のコールハンドラグリーティングのメッセージ設定では、以下を行うことができます。

•グリーティングの再生後にメッセージを取得するようにコールハンドラを設定する。

•コールハンドラのメッセージの受信者を指定したり、メッセージにディスパッチ配信のマー
クを付けるかどうかを指定できます。

•外部発信者からのメッセージの最大録音時間を定義する。

•発信者がメッセージを残すときに実行できる操作、メッセージに自動的にセキュアマークを
付けるかどうか、およびメッセージが残された後でコールに対して次に実行するアクション

を決定する。

統合によっては、発信者がメッセージを録音するときに、許可される最大メッ

セージ長に到達する前に警告プロンプトを再生するように、Unity Connection
SRSVを設定できます。

（注）

ディレクトリハンドラ

ブランチサーバでは、ディレクトリハンドラを作成したり削除したりできません。ただし、必要

に応じて設定を更新できます。

Cisco Unity Connection Administration でのディレクトリハンドラの変更

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV Administrationで [コール管理（Call Management）]を展開し、[ディレクトリ
ハンドラ（DirectoryHandlers）]を選択します。[ディレクトリハンドラの検索（SearchDirectoryHandlers）]
ページに、現在設定されているディレクトリハンドラが表示されます。

ステップ 2 ディレクトリハンドラを設定するには、次の手順を実行します（各フィールドの詳細については、[ヘル
プ（Help）] > [このページ（This Page）]を参照）。
a) [ディレクトリハンドラの検索（Search Directory Handlers）]ページで、更新するディレクトリハンド
ラを選択します。

b) [ディレクトリハンドラの編集（Edit Directory Handler）]ページで、必要なフィールドに値を入力し、
[保存（Save）]を選択します。

c) [ディレクトリハンドラの編集（Edit Directory Handler）]ページの [編集（Edit）]メニューで、以下か
ら編集する設定を選択し、[保存（Save）]を選択します。
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•発信者入力（Caller Input）

•グリーティング（Greetings）

ネットワーキング
ブランチサーバは単一のUnityConnectionサーバにのみ接続できます。[中央サーバの設定（Central
Server Configuration）]ページで、中央の Unity Connectionサーバの IPアドレスを設定できます。

中央の Unity Connection サーバの設定方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV Administrationで、[ネットワーキング（Networking）]を展開し、[中央サーバ
の設定（Central Server Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [中央サーバの設定（Central Server Configuration）]ページで、必要なフィールドに値を入力し、[保存
（Save）]を選択します。（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（ThisPage）]
を参照）。

システム設定

スケジュール

[スケジュールの検索（Search Schedules）]ページに、中央のUnity Connectionサーバに設定されて
いるデフォルトのスケジュールが表示されます。ブランチサーバでスケジュールを作成、変更、

削除できます。

ブランチサーバでは、デフォルトのスケジュールを削除できません。（注）
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Cisco Unity Connection SRSV Administration でのスケジュールの設定

ステップ 1 CiscoUnity Connection SRSVAdministrationで、[システム設定（SystemSettings）]を展開して、[スケジュー
ル（Schedules）]を選択します。[スケジュールの検索（Search Schedules）]ページに、現在設定されてい
るスケジュールが表示されます。

ステップ 2 スケジュールを設定します（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）]>[このページ（ThisPage）]
を参照）。

•スケジュールを追加するには：

1 [スケジュールの検索（Search Schedules）]ページで [新規追加（Add New）]を選択します。

2 [スケジュールの新規作成（NewSchedule）]ページで、表示名を入力し、[保存（Save）]を選択し
ます。

3 [スケジュールの詳細（Schedule Details）]メニューで、[新規追加（Add New）]を選択してスケ
ジュールの仕様を入力し、[保存（Save）]を選択します。

•スケジュールを編集するには：

1 [スケジュールの検索（Search Schedules）]ページで、変更するスケジュールを選択します。

2 [スケジュールの基本設定の編集（Edit Schedule Basics）]ページで、必要なフィールドの値を変更
し、[保存（Save）]を選択します。

•スケジュールを削除するには：

1 [スケジュールの検索（Search Schedules）]ページで、該当するチェックボックスをオンにして、
削除するスケジュールを選択します。

2 [選択項目の削除（Delete Selected）]を選択し、[OK]を選択して削除を確定します。

カンバセーション

[カンバセーションの設定（Conversation Configuration）]ページでは、複数の IPアドレスを設定し
てポートステータスモニタに接続し、ポートステータスモニタの出力を有効にできます。各

フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（This Page）]を参照してくださ
い。
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エンタープライズパラメータ

Unity Connection SRSVのエンタープライズパラメータは、Cisco Unified Serviceabilityのすべての
サービスに適用されるデフォルト設定を提供します。エンタープライズパラメータは追加するこ

とも削除することもできません。既存のエンタープライズパラメータを更新できます。

エンタープライズパラメータの多くは、ほとんど変更の必要がありません。変更する機能を

完全に把握している場合、または Cisco Technical Assistance Center（Cisco TAC）から変更を指
示された場合を除き、エンタープライズパラメータを変更しないでください。

（注）

Cisco Unified Serviceability でのエンタープライズパラメータの設定

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSVで、[システム設定（System Settings）]を展開して、[エンタープライズパラ
メータ（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]ページで、該当する設定を入力します。すべての
サービスパラメータをデフォルト値に設定するには、[デフォルトに設定（Set toDefault）]を選択します。

ステップ 3 エンタープライズパラメータとそれらの説明のリストを表示するには、ページの右側にある [?]ボタンを
選択し、[保存（Save）]を選択します。（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このペー
ジ（This Page）]を参照）。

プラグイン

アプリケーションプラグインは、UnityConnectionSRSVの機能を拡張します。たとえば、Real-Time
Monitoring Tool（RTMT）では、パフォーマンスモニタリングカウンタや Port Monitorなどのツー
ルから、リモートでシステムの稼働状態をモニタできます。

プラグインをインストールする前に、プラグインのインストール先サーバで実行されている侵

入検知やアンチウイルスサービスをすべて無効にする必要があります。

（注）
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プラグインのインストール

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV Administrationで、[システム設定（System Settings）]を展開して、[プラグイ
ン（Plugins）]を選択します。

ステップ 2 [プラグインの検索（Search Plugins）]ページで [検索（Find）]を選択します。
ステップ 3 インストールするプラグインに対して [ダウンロード（Download）]を選択し、画面上の指示に従ってプ

ラグインをインストールします。

テレフォニー統合
テレフォニー統合を使用すると、発信者はユーザ宛てにメッセージを残したり、ブランチサーバ

と電話システム間に残されているメッセージにアクセスできるようになります。

電話システム

ブランチサーバでは、電話システム連動を作成したり削除したりできません。

電話システム統合の変更

ステップ 1 Cisco Unity Connection SRSV Administrationで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）]を展開し、
[電話システム（）]を選択します。

ステップ 2 [電話システムの検索（Search Phone Systems）]ページで、変更する電話システムを選択します。
ステップ 3 [電話システムの基本設定（Phone System Basics）]ページで、必要なフィールドの値を変更し、[保存

（Save）]を選択します。（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [このページ（ThisPage）]
を参照）。

ポートグループ

ブランチサーバでポートグループを作成、変更、削除できます。ポートグループの詳細につい

ては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/b_
cucsag.htmlで入手可能な『System Administration Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』の
「Telephony Integrations」の章の「Port Group」の項を参照してください。
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Cisco Unity Connection SRSV Administrationでブランチサーバのポートグループを設定する必
要があります。

（注）

ポート

ブランチサーバでポートを作成、変更、削除できます。ポートの詳細については、https://
www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/b_cucsag.htmlで入
手可能な『System Administration Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』の「Telephony
Integrations」の章の「Port」の項を参照してください。

Cisco Unity Connection SRSV Administrationでブランチサーバのポートを設定する必要があり
ます。

（注）

セキュリティ

Cisco Unified Communications Managerが Unity Connection SRSVボイスメールポートに対して認証
および暗号化されている場合は、ブランチサーバで新しい証明書とセキュリティプロファイルを

作成できます。セキュリティの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/administration/guide/b_cucsag.htmlで入手可能な『SystemAdministration Guide for Cisco
Unity Connection, Release 11.x』の「Telephony Integrations」の章の「Security」の項を参照してくだ
さい。

Cisco Unity Connection SRSV Administrationでブランチサーバの証明書を設定する必要があり
ます。

（注）

ツール
ブランチサーバでCiscoUnity Connection SRSVAdministrationを使用して、中央のUnity Connection
サーバで最初に設定されたカスタムキーパッドマッピングツールの設定を変更できます。カス

タムキーパッドマッピングの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/administration/guide/b_cucsag.htmlで入手可能な『SystemAdministration Guide for Cisco
Unity Connection, Release 11.x』の「Tools」の章の「Custom Keypad Mapping Tool」の項を参照して
ください。
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第 4 章

Cisco Unity Connection SRSV のサービス

はじめに

この章では、Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemailのさまざまな重要サービス、
基本サービス、オプションサービスに関する情報を提供するとともに、サービスの管理方法に

ついて説明します。

• Unity Connection SRSVサービス, 41 ページ

• コントロールセンターでのサービスの設定, 44 ページ

Unity Connection SRSV サービス
表 1：Cisco Unity Connection SRSVのサービスで、Unity Connection SRSVのサービスを説明しま
す。

表 1：Cisco Unity Connection SRSV のサービス

説明サービス

ステータスのみのサービス

このサービスは、Cisco Unity Connectionデータベースを
有効化します。無効化はコマンドラインインターフェイ

ス（CLI）からのみ行なえます。

UnityConnectionSRSVサーバを機能させるには、
このサービスが常に [起動済み（Started）]の状
態になっている必要があります。このサービス

を停止または再起動すると、他の重要なサービ

スに影響します。

注意

Connection DB

このサービスは、Unity Connectionサーバのライセンス
ステータスを管理します。

Connection License Manager Server
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説明サービス

このサービスは、Unity Connectionクラスタの設定時に
サーバステータスを有効にします。無効化はコマンドラ

インインターフェイス（CLI）からのみ行なえます。

Connection Server Role Manager

このサービスは、Cisco Unity Connection Serviceability
Administrationインターフェイスを有効にします。無効化
はコマンドラインインターフェイス（CLI）からのみ行
なえます。

Connection Serviceability

重要なサービス

このサービスは、UnityConnectionによるコール処理を可
能にします。このサービスを無効にすると、Unity
Connectionの機能性が低下します。

Connection Conversation Manager

このサービスは、メッセージストアへのメッセージ配信

を有効にします。このサービスを無効にすると、Unity
Connectionの機能性が低下します。

Connection Message Transfer Agent

このサービスは、コール用のオーディオ（メディアスト

リーム）、録音メッセージ、およびテキスト/スピーチ
（TTS）を有効にします。このサービスを無効にすると、
Unity Connectionの機能性が低下します。

Connection Mixer

このサービスは、通話待ち指示器（MWI）のオン/オフの
切り替えなどのメッセージ通知を有効にします。この

サービスを無効にすると、UnityConnectionの機能性が低
下します。

Connection Notifier

基本サービス

このサービスは、UnityConnectionデータベースに対する
変更について Unity Connectionコンポーネントが通知を
受信できるようにします。

Connection DB Event Publisher

このサービスは、Cisco Unity Connection SRSV
Administrationとインターフェイスで保存された設定を有
効にします。

Connection SRSV Administration

オプションサービス

このサービスは、Survivable Remote Site Voicemail
（SRSV）機能を有効にします。

Connection Branch Sync Service
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説明サービス

このサービスは、Cisco Unified Communications Manager
データベース内の変更検出を可能にします。

Connection CM Database Event Listener

このサービスは、UnityConnectionサーバにインストール
されていないツール（COBRAS、User Data Dump、
Distribution List Builderなど）を使用して、ネットワーク
上のWindowsクライアントから ODBC経由で Unity
Connectionデータベースに直接アクセスできるようにし
ます。

このサービスはデフォルトでオフになっています。これ

らのツールのいずれかを使用するには、サービスを有効

にし、サービスのタイムアウトを設定し、リモート管理

者ロールを持つユーザを作成する必要があります。詳細

については、該当するツールのヘルプファイルを参照し

てください。

Connection Database Proxy

このサービスは、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）の
Diagnostic Portalが Unity Connection SRSV上のデータへ
アクセスできるようにします。

Connection Diagnostic Portal Service

サイト間ネットワーキングでは、このサービスが、ロー

カルサイトの変更トラッキングデータベースでディレ

クトリ変更をチェックし、リモートサイトゲートウェ

イのReaderタスクからのポーリング要求に応答します。

Unity Connection Directory Feeder

このサービスは、Real-Time Monitoring Tool（RTMT）が
Unity Connection SRSV上のデータへアクセスできるよう
にします。

Connection Realtime Monitoring APIs

このサービスは、ログファイルのデータを、レポートの

生成に使用されるレポートデータベースのエントリに変

換できるようにします。

Connection Reports Data Harvester

このサービスは、Representational State Transfer（REST）
APIクライアントを有効にします。

[Connection REST Service]

このサービスは、管理者が Cisco Unity Connection
Administrationで入力できるシステムタスク（MWIの再
同期化など）をスケジュールします。

Connection System Agent
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コントロールセンターでのサービスの設定
Cisco Unity Connection Serviceabilityのコントロールセンターを使用して、次のタスクを実行でき
ます。

• [オプションサービス（Optional Services）]セクションの Unity Connection SRSVサービスを
アクティブまたは非アクティブにします。

• [ステータスのみのサービス（StatusOnly Services）]セクション内のサービスを除くすべての
Unity Connection SRSVサービスを起動または停止します。

[重要なサービス（Critical Services）]セクション内の Unity Connection SRSV
サービスを停止すると、進行中のコールが切断され、Unity Connection SRSV
の通常の機能が低下する可能性があります。

（注）

• Unity Connection SRSVのサービスのステータスを表示します。

• Unity Connection SRSVのサービスのステータスをリフレッシュします。

問題をトラブルシューティングするには、Cisco Unity Connection Serviceability
とCiscoUnified Serviceability両方でサービスを管理する必要がある場合があり
ます。

ヒント

ステップ 1 CiscoUnityConnection Serviceabilityで、[ツール（Tools）]を展開し、[サービス管理（ServiceManagement）]
を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンボックスで、該当するUnityConnection SRSVサーバを選択して、[移動
（Go）]を選択します。

ステップ 3 コントロールセンターでサービスを設定します（各フィールドの詳細については、[ヘルプ（Help）] > [こ
のページ（This Page）]を参照）。

•コントロールセンターでサービスをアクティブ化するには：

1 [オプションサービス（Optional Services）]の下で、アクティブ化するサービスを探します。

2 [アクティブ化ステータスの変更（Change Activate Status）]カラムで、[アクティブ化（Activate）]
を選択します。

•コントロールセンターでサービスを非アクティブ化するには：

1 [オプションサービス（Optional Services）]の下で、非アクティブ化するサービスを探します。
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2 [アクティブ化ステータスの変更（ChangeActivateStatus）]カラムで、[非アクティブ化（Deactivate）]
を選択します。

•コントロールセンターでサービスを起動するには：

1 起動するサービスを探します。

非アクティブになっているサービスは、アクティブにしてから起動する必要がありま

す。

（注）

2 [サービスステータスの変更（Change Service Status）]カラムで、[開始（Start）]を選択します。

•コントロールセンターでサービスを停止するには：

1 停止するサービスを探します。

[ステータスのみのサービス（Status Only Services）]セクション内のサービスは、Cisco
UnityConnection Serviceabilityで起動したり停止したりできません。こうしたサービスの
起動や停止を行うには、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用する必要があ
ります。

（注）

2 [サービスステータスの変更（Change Service Status）]カラムで、[停止（Stop）]を選択します。

[重要なサービス（Critical Services）]セクション内のUnity Connection SRSVサービスを
停止すると、進行中のコールが切断され、UnityConnectionSRSVの通常の機能が低下す
る可能性があります。アクティブになっていないサービスは起動したり停止したりでき

ません。

（注）

•コントロールセンターでサービスステータスを更新するには：

1 [リフレッシュ（Refresh）]を選択します。

2 ステータス情報が更新され、最新のステータスが反映されます。

アクティブ化、非アクティブ化、起動、および停止できるサービスは一度に1つだけで
す。

（注）

Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail（SRSV）完全リファレンスガイド
45

Cisco Unity Connection SRSV のサービス
コントロールセンターでのサービスの設定



   Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail（SRSV）完全リファレンスガイド
46

Cisco Unity Connection SRSV のサービス
コントロールセンターでのサービスの設定



第 5 章

Cisco Unity Connection SRSV のアップグレー
ド

• はじめに, 47 ページ

• アップグレードタイプ, 48 ページ

• Unity Connection SRSVアップグレード時の Unity Connection機能のステータス, 48 ページ

• アップグレードの期間, 48 ページ

• Unity Connection SRSVをアップグレードするためのタスクリスト, 49 ページ

• アップグレードプロセス, 49 ページ

• バージョン切り替え, 51 ページ

• Unity Connection SRSVのアップグレード対象バージョンへの切り替え, 51 ページ

はじめに
新機能を使用するには、CiscoUnityConnectionSRSVの現在のバージョンから上位のバージョンに
アップグレードする必要があります。サーバをアップグレードすると、非アクティブパーティ

ションと呼ばれる別のディスクパーティションに新しいバージョンのUnityConnection SRSVがイ
ンストールされます。新しいバージョンをアクティブにするには、バージョンの切り替えを実行

する必要があります。新しいソフトウェアバージョンに切り替えるには、次の 2種類の方法があ
ります。

•自動切り替え：アップグレードプロセスの一部として、新しいバージョンのUnityConnection
SRSVに自動的に切り替えることができます。

•手動切り替え：アップグレードが正常に完了したら、新しいバージョンの Unity Connection
SRSVに手動で切り替えることができます。
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Unity Connection SRSVのバージョンの切り替え中は、中央の Unity Connection
の自動プロビジョニング/vmupload機能を停止することを推奨します。自動プ
ロビジョニング/vmupload機能を停止するには、Cisco Unity Connection
Administrationの [ブランチ登録（Branch Listing）]ページで [有効（Enabled）]
チェックボックスをオフにします。

（注）

アップグレードタイプ
Unity Connection SRSVのアップグレードファイルは ISOイメージファイルとして使用できます。
次のインターフェイスのいずれかを使用してUnity Connection SRSVをアップグレードできます。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）詳細については、CLIを使用した Unity Connection
SRSVのアップグレード, （49ページ）の項を参照してください。

• Cisco Unified OS AdministrationのWebインターフェイス詳細については、ローカル DVDま
たはネットワークロケーションからの Unity Connection SRSVのアップグレード, （49ペー
ジ）の項を参照してください。

アップグレード中にアクセス可能なネットワークロケーション（FTP/SFTPサーバ）に COPファ
イルを保存する必要があります。ISOイメージは、ローカルDVDまたはネットワークロケーショ
ンに保存できます。アップグレードのパフォーマンスは、CLIまたはCiscoUnifiedOperatingSystem
Administrationインターフェイスからモニタできます。

Unity Connection SRSV アップグレード時の Unity Connection
機能のステータス

UnityConnectionSRSVのバージョンの切り替え中は、UnityConnectionの電話ユーザインターフェ
イス（タッチトーンカンバセーション）機能とWeb機能が約 1時間完全に無効になります。

アップグレードの期間
最適なネットワーク状態の場合に、Unity Connection SRSVサーバにアップグレードするプロセス
に約 4時間かかります。サーバのデータサイズによっては、新しいバージョンに正常にアップグ
レードされるまでに、バージョン切り替えプロセスに 2時間以上かかる場合があります。

ネットワーク状態が低速な場合にアップグレードすると、アップグレードプロセスに予測以上の

時間がかかることがあります。サービスの中断を避けるため、オフピーク時またはメンテナンス

時間中にアップグレードすることを推奨します。
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Unity Connection SRSV をアップグレードするためのタス
クリスト

1 アップグレード中は、無効化または制限されている機能のリストを確認します。UnityConnection
SRSVアップグレード時の Unity Connection機能のステータス, （48ページ）を参照してくだ
さい。

2 アップグレードを開始する前に、run cuc preupgrade test CLIコマンドを実行して、前提条件を
確認します。

3 Unity Connection SRSVソフトウェアをアップグレードします。詳細は、アップグレードプロ
セス, （49ページ）のセクションを参照してください。

4 Unity Connection SRSVサーバでアップグレードしたソフトウェアに切り替えます。詳細は、
バージョン切り替え, （51ページ）のセクションを参照してください。

アップグレードプロセス

CLI を使用した Unity Connection SRSV のアップグレード
CLIを使用してUnityConnectionSRSVをアップグレードするには、CLIインターフェイスからアッ
プグレードプロセスを実行します。詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/cucm/cli_ref/8_6_1/cli_ref_861.htmlにある『Command Line Interface Reference Guide
for Cisco Unified Communications Solutions』の「Utils System Upgrade」の項を参照してください。

show cuc versionCLIコマンドを実行して、アップグレードしたソフトウェアのステータスを確
認できます。アップグレードが完了すると、アクティブでないパーティションにアップグレー

ドされたソフトウェアがあり、アクティブなパーティションに古いソフトウェアがある状態に

なります。

（注）

ローカル DVD またはネットワークロケーションからの Unity Connection
SRSV のアップグレード

ステップ 1 次のいずれかの作業を実行します。
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• Unity Connectionがアクセスできる FTPまたは SFTPサーバ上のフォルダに ISOファイルをコピーし
ます。

•サーバのディスクドライブにインストールするUnity Connectionサーバの ISOファイルが格納された
DVDを挿入します。

ステップ 2 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Operating System Administration）]で、[ソ
フトウェアのアップグレード（Software Upgrades）]を展開し、[インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]を選択します。

ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ページの [ソース（Source）]
フィールドで、次のいずれかを選択します。

•リモートファイルシステム（Remote Filesystem）：リモートサーバからアップグレードするには、
このオプションを選択してローカル DVDまたはネットワークロケーションからの Unity Connection
SRSVのアップグレードの手順を実行します。

• [DVD/CD]：ディスクドライブからアップグレードしてローカル DVDまたはネットワークロケー
ションからの Unity Connection SRSVのアップグレードに進む場合に、このオプションを選択しま
す。

ステップ 4 次のフィールドに値を入力します。

• [ディレクトリ（Directory）]

• [サーバ（Server）]

• [ユーザ名（User Name）]

• [ユーザパスワード（User Password）]

• [転送プロトコル（Transfer Protocol）]

ステップ 5 インストールするアップグレードバージョンを選択し、[次へ（Next）]を選択します。アップグレード
ファイルが Unity Connectionサーバのハードディスクにコピーされます。ファイルがコピーされると、画
面にチェックサム値が表示されます。

ステップ 6 チェックサムを確認します。

ステップ 7 次のページで、アップグレードの進行状況をモニタします。

このステップの途中でリモートサーバとの接続が失われた場合、またはブラウザを閉じた場合

は、[ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ページを再度
表示しようとすると、次のメッセージが表示されることがあります。

注意

「別のセッションでソフトウェアがインストール中です。[制御の取得（Assume Control）]をク
リックすると、インストールを引き継ぐことができます。（Another session is installing software,
click Assume Control to take over the installation.）」アップグレードのモニタリングを継続する場合
は、[制御の取得（Assume Control）]を選択します。

警告

ステップ 8 [次へ（Next）]を選択します。
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アップグレードの初期フェーズ中、[Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理（Cisco
Unified Operating System Administration）]の [インストールログ（Installation Log）]テキスト
ボックス内の情報が、アップグレードの進行に合わせて更新されます。アップグレードの完了

を確認するには、Unity Connectionサーバのコンソールを開き、アップグレードの完了を示す
メッセージがログインプロンプトとともに画面に表示されることを確認します。

（注）

ステップ 9 アップグレードが成功したかどうかを確認するには、次の CLIコマンドを実行します。

• show cuc version：アクティブパーティションと非アクティブパーティションのUnity Connectionサー
バのバージョンを表示します。アップグレードした Unity Connectionのバージョンは非アクティブ
パーティションに配置されます。

• utils system upgrade status：実行されたアップグレードのステータスを表示します。このコマンドを使
用すると、アップグレードの成功を示すメッセージと共に、アップグレードされたバージョンが表示

されます。

バージョン切り替え
アップグレードプロセスが完了したら、アップグレードしたバージョンのUnity Connection SRSV
に手動で切り替える必要があります。単一のUnity Connection SRSVサーバの場合は、手動または
自動のバージョン切り替えを選択できます。

バージョンは utils system switch-version CLIコマンドを実行することで切り替えることができま
す。バージョンを切り替えると、システムが自動的に再起動します。

アップグレードの終了時に、アップグレードされたパーティションに自動的に切り替えることを

選択しなかった場合は、パーティションを切り替える準備が整った時点で、次の手順を実行しま

す。

Unity Connection SRSV のアップグレード対象バージョン
への切り替え

ステップ 1 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Operating System Administration）]で、[設
定（Settings）]を展開し、[バージョン（Version）]を選択します。

ステップ 2 [バージョン設定（Version Settings）]ページで [バージョンの切り替え（Switch Versions）]を選択すると、
次のアクティビティが開始されます。

• Unity Connection SRSVサービスが停止されます。
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•アクティブパーティションのデータが非アクティブパーティションにコピーされます。ただし、メッ
セージは共通パーティションに保存されているので、コピーされません。

• Unity Connection SRSVサーバが再起動して、新しいバージョンに切り替わります。
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第 6 章

Cisco Unity Connection Survivable Remote Site
Voicemail のセキュリティ

• はじめに, 53 ページ

• 自己署名証明書の使用, 53 ページ

• 証明書エラーの無視, 54 ページ

• Unity Connectionと Cisco Unity SRSV間の通信の保護, 55 ページ

• Unity Connection SRSVのパスワードと共有秘密, 63 ページ

はじめに
この章では、中央の Cisco Unity Connectionと Cisco Unity Connection SRSV間でセキュアな通信を
行う方法について説明します。また、Unity Connection SRSVのパスワードと PINについても説明
します。

自己署名証明書の使用
自己署名証明書を使用して、中央の Unity Connectionサーバと Unity Connection SRSV間の通信を
保護できます。デフォルトでは、中央の Unity Connectionサーバと Unity Connection SRSVは自己
署名証明書を受け入れません。
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中央の Unity Connection サーバでの自己署名証明書へのアクセス

ステップ 1 管理者の資格情報を使用して、コマンドラインインターフェイス（CLI）の Linuxコンソールで次のコマ
ンドを実行します。

run cuc dbquery unitydirdb EXECUTE PROCEDURE
csp_ConfigurationModify(pFullName='System.SRSV.AcceptSrsvSelfSignedCertificates', pValue='1')

ステップ 2 次のコマンドを実行して、[System.SRSV.AcceptSrsvSelfSignedCertificates]フィールドの値が 1に設定され
ていることを確認します。

run cuc dbquery unitydirdb select objectid,fullname,value from vw_configuration where fullname like
'%SRSV%'

[System.SRSV.AcceptSrsvSelfSignedCertificates]の値を 1に変更した後は、変更を反映させて自己署名証明
書にアクセスできるようにするために、中央の Unity Connectionサーバで Connection Branch Sync Service
と Tomcat Serviceを再起動する必要があります。

Cisco Tomcat Service の再起動

ステップ 1 SSHアプリケーションを使用して Unity Connectionサーバにサインインします。
ステップ 2 次の CLIコマンドを使用して Tomcatサービスを再起動します。

utils service restart Cisco Tomcat

証明書エラーの無視
Unity Connection SRSVでこの機能を有効にすると、中央サーバの SSL証明書に関連するエラーを
無視できます。この機能が有効な場合は、証明書エラーが発生してもUnity Connection SRSVが機
能します。

以下に、発生する可能性がある証明書エラーを示します。

•証明書が不明または提供されていません。

•証明書がまだ有効ではありません。

•証明書の期限が切れています。

•証明書の名前がホスト名に一致しません。
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Unity Connection SRSV での証明書エラーの無視機能の有効化

ステップ 1 Unity Connection SRSVで次のコマンドを実行します。

run cuc dbquery unitydirdb EXECUTE PROCEDURE
csp_ConfigurationModify(pFullName='System.SRSV.IgnoreSrsvCertificateErrors', pValue='1')

ステップ 2 次のコマンドを実行して、[System.SRSV.IgnoreSrsvCertificateErrors]フィールドの値が 1に設定されている
ことを確認します。

run cuc dbquery unitydirdb select objectid,fullname,value from vw_configuration where fullname like
'%SRSV%'

変更を反映させるために、Connection Branch Syncサービスと Connection Tomcatサービスを再起
動してください。

（注）

Cisco Tomcat Service の再起動

ステップ 1 SSHアプリケーションを使用して Unity Connectionサーバにサインインします。
ステップ 2 次の CLIコマンドを使用して Tomcat Serviceを再起動します。

utils service restart Cisco Tomcat

Unity Connection と Cisco Unity SRSV 間の通信の保護
Unity Connection SRSVは、セキュアソケットレイヤ（SSL）と共有秘密の両方を使用して、中央
の Unity Connectionとブランチ間の通信を保護します。次に、中央の Unity Connectionサーバと
Unity Connection SRSV間の通信を保護する方法を示します。

• SSL証明書のインストール：Unity Connection SRSVをインストールすると、ローカル証明書
が自動的に作成されてインストールされ、Unity Connection SRSVと Unity Connection間の通
信が保護されます。つまり、Unity Connection SRSVと Unity Connection間のすべてのネット
ワークトラフィック（ユーザ名、パスワード、その他のテキストデータ、ボイスメールな

ど）が自動的に暗号化されます。

•共有秘密の使用：Unity Connection SRSVは、共有秘密を使用して Unity Connectionへのアク
セスを認証します。共有秘密の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/11x/security/b_11xcucsecx.htmlにある『Security Guide for Cisco Unity
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Connection, Release 11.x』の「Passwords, PINs, and Authentication Rule Management」の章の
「Unity Connection SRSV Passwords and Shared Secrets」の項を参照してください。

Unity Connection SRSV Administration と Unity Connection SRSV 間の通信
を保護するためのタスクリスト

Unity Connection SRSV Administrationと Unity Connection SRSV間の通信を保護するには、次のタ
スクを実行し、SSLサーバ証明書を作成してインストールします。

1 Microsoft証明書サービスを使用して証明書を発行する場合：Microsoft証明書サービスをイン
ストールします。Windows Server 2003を実行しているサーバにMicrosoft証明書サービスをイ
ンストールする方法については、Microsoft証明書サービスのインストール（Windows Server
2003の場合のみ）, （60ページ）を参照してください。それ以降のバージョンのWindows
Serverを実行しているサーバにMicrosoft証明書サービスをインストールする方法については、
Microsoftのドキュメントを参照してください。

別のアプリケーションを使用して証明書を発行する場合は、そのアプリケーションをインス

トールします。インストール手順について製造元のマニュアルを参照し、タスク 2に進みま
す。

外部の認証局を使用して証明書を発行する場合は、タスク 2に進みます。

Microsoft証明書サービス、または証明書署名要求を作成できる別のアプリケーションをインス
トール済みの場合は、タスク 2に進みます。

（注）

2 証明書署名要求を作成します。次に、Microsoft証明書サービスまたは証明書を発行する他のア
プリケーションがインストールされているサーバに証明書署名要求をダウンロードします。ま

たは、外部認証局（CA）への証明書署名要求の送信に使用できるサーバに要求をダウンロー
ドします。Cisco Unity SRSVでの証明書署名要求の作成とダウンロード, （58ページ）を行い
ます。

3 Microsoft証明書サービスを使用してルート証明書のエクスポートおよびサーバ証明書の発行を
行う場合：ルート証明書のエクスポートとサーバ証明書の発行（Microsoft証明書サービスの場
合のみ）, （62ページ）の手順を実行します。

証明書の発行に別のアプリケーションを使用する場合は、証明書の発行についてそのアプリ

ケーションのドキュメントを参照してください。証明書の発行に外部の CAを使用する場合
は、外部の CAに証明書署名要求を送信します。外部 CAから証明書が返されたら、タスク
Unity Connection SRSV Administrationと Unity Connection SRSV間の通信を保護するためのタス
クリストに進みます。

（注）

UnityConnectionSRSVにアップロードできるのは、PEM形式（Base-64エンコードされたDER）
の証明書だけです。証明書のファイル名拡張子は .pemであることが必要です。証明書がこの
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形式でない場合は、OpenSSLなどの無償で使用できるユーティリティを使用して PEM形式に
変換できます。

4 ルート証明書とサーバ証明書を Unity Connection SRSVサーバにアップロードします。Unity
Connection SRSVへのルート証明書とサーバ証明書のアップロード, （58ページ）を行いま
す。

5 ユーザがUnity Connection SRSV Administrationまたは Cisco Unity Connection Administrationを使
用して Unity Connection SRSVにアクセスするたびに、ユーザにセキュリティアラートが発行
されないようにします。ユーザがUnityConnectionSRSVにアクセスできるすべてのコンピュー
タで、次のタスクを実行します。

•タスクUnity Connection SRSVAdministrationとUnity Connection SRSV間の通信を保護する
ためのタスクリストでUnity Connection SRSVサーバにアップロードしたサーバ証明書を
証明書ストアにインポートします。証明書のインポート手順はブラウザに応じて異なりま

す。証明書のインポートの Unity Connection SRSV Administrationと Unity Connection SRSV
間の通信を保護するためのタスクリストの詳細については、ブラウザのドキュメントを

参照してください。

•タスクUnity Connection SRSVAdministrationとUnity Connection SRSV間の通信を保護する
ためのタスクリストでUnity Connection SRSVサーバにアップロードしたサーバ証明書を
Javaストアにインポートします。証明書のインポート手順はブラウザに応じて異なりま
す。証明書のインポートの詳細については、ブラウザのドキュメントを参照してくださ

い。
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Cisco Unity SRSV での証明書署名要求の作成とダウンロード

ステップ 1 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Operating System Administration）]で、[セ
キュリティ（Security）]を展開し、[証明書の管理（Certificate Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書の一覧（CertificateList）]ページで、[CSRCritical Servicesの作成（GenerateCSR）]を選択します。

ステップ 3 [証明書署名要求の作成（Generate Certificate SigningRequest）]ページの [証明書の名前（CertificateName）]
リストで、[tomcat]を選択し、次に [CSRの作成（Generate CSR）]を選択します。

ステップ 4 CSRが正常に生成されたことを示すメッセージがステータスエリアに表示されたら、[閉じる（Close）]
を選択します。

ステップ 5 [証明書の一覧（Certificate List）]ページで、[CSRのダウンロード（Download CSR）]を選択します。

ステップ 6 [証明書署名要求のダウンロード（DownloadCertificateSigningRequest）]ページの [証明書の名前（Certificate
Name）]リストで、[tomcat]を選択し、次に [CSRのダウンロード（Download CSR）]を選択します。

ステップ 7 [ファイルのダウンロード（File Download）]ダイアログボックスで、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 8 [名前を付けて保存（Save As）]ダイアログボックスの [保存の種類（Save As Type）]リストで、[すべて
のファイル（All Files）]を選択します。

ステップ 9 tomcat.csrファイルを、Microsoft証明書サービスをインストールしたサーバ、または外部の認証局にCSR
を送信するのに使用できるサーバ上の場所に保存します。

ステップ 10 [証明書署名要求のダウンロード（Download Certificate Signing Request）]ページで、[閉じる（Close）]を
選択します。

Unity Connection SRSV へのルート証明書とサーバ証明書のアップロード

ステップ 1 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Operating System Administration）]で、[セ
キュリティ（Security）]を展開し、[証明書の管理（Certificate Management）]を選択します。

[検索（Find）]を選択して、現在サーバにインストールされている証明書のリストを表示する
と、Tomcatの既存の自動生成された自己署名証明書が表示されます。この証明書は、この手順
でアップロードする Tomcat証明書とは関係のないものです。

（注）

ステップ 2 ルート証明書をアップロードします。

a) [証明書の一覧（Certificate List）]ページで、[証明書のアップロード（Upload Certificate）]を選択しま
す。

b) [証明書のアップロード（Upload Certificate）]ページの [証明書の名前（Certificate Name）]リストで、
[Tomcatの信頼性（tomcat-trust）]を選択し、[ルート証明書（Root Certificate）]フィールドを空白のま
まにします。

c) [参照（Browse）]を選択して、ルート CA証明書の場所に移動します。
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証明書の発行にMicrosoft証明書サービスを使用した場合は、ルート証明書のエクスポートとサーバ証
明書の発行（Microsoft証明書サービスの場合のみ）, （62ページ）でエクスポートしたルート証明書
がこの場所に保存されます。

証明書の発行に外部の認証局を使用した場合は、外部の認証局から受け取ったルート CA証明書がこ
の場所に保存されます。

d) ファイルの名前を選択し、[開く（Open）]を選択します。
e) [証明書のアップロード（Upload Certificate）]ページで、[ファイルのアップロード（Upload File）]を
選択します。

f) アップロードに成功したことを示すメッセージがステータスエリアに表示されたら、[閉じる（Close）]
を選択します。

ステップ 3 サーバ証明書をアップロードします。

a) [証明書の一覧（Certificate List）]ページで、[証明書のアップロード（Upload Certificate）]を選択しま
す。

b) [証明書のアップロード（Upload Certificate）]ページの [証明書の名前（Certificate Name）]リストで、
[tomcat]を選択します。

c) [ルート証明書（Root Certificate）]フィールドに、ステップ 2でアップロードしたルート証明書のファ
イル名を入力します。

d) [参照（Browse）]を選択し、サーバ証明書の場所に移動します。
証明書の発行にMicrosoft証明書サービスを使用した場合は、ルート証明書のエクスポートとサーバ証
明書の発行（Microsoft証明書サービスの場合のみ）, （62ページ）で発行したサーバ証明書がこの場
所に保存されます。

証明書の発行に外部の認証局を使用した場合は、外部の認証局から受け取ったサーバ証明書がこの場

所に保存されます。

e) ファイルの名前を選択し、[開く（Open）]を選択します。
f) [証明書のアップロード（Upload Certificate）]ページで、[ファイルのアップロード（Upload File）]を
選択します。

g) アップロードに成功したことを示すメッセージがステータスエリアに表示されたら、[閉じる（Close）]
を選択します。

ステップ 4 Tomcatサービスを再起動します（このサービスはCisco Unified Serviceabilityからは再起動できません）。
a) SSHアプリケーションを使用して Cisco Unity Connection SRSVサーバにサインインします。
b) 次の CLIコマンドを使用して Tomcatサービスを再起動します。

utils service restart Cisco Tomcat
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Unity Connection での Connection Branch Sync Service の再起動

ステップ 1 Cisco Unity Connection Serviceabilityで、[ツール（Tools）]メニューを展開し、[サービス管理（Service
Management）]を選択します。

ステップ 2 [オプションサービス（Optional Services）]セクションで、[Connection Branch Sync]サービスに対して [停
止（Stop）]を選択します。

ステップ 3 Unity Connection IMAPサーバサービスが正常に停止したことを示すメッセージが [ステータス（Status）]
エリアに表示されたら、このサービスの [開始（Start）]を選択します。

Microsoft 証明書サービスのインストール（Windows Server 2003 の場合
のみ）

サードパーティの認証局を使用して SSL証明書を発行する場合や、Microsoft証明書サービスがす
でにインストールされている場合は、この項の手順を省略してください。

Microsoft証明書サービスを使用して独自の証明書を発行する場合で、Windows Server 2003を実行
しているサーバにこのアプリケーションをインストールする場合に、この項の手順を実行します。
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ルート認証局（Microsoft証明書サービスの一般的な名称）をWindows Server 2008サーバにインス
トールする場合は、Windows Server 2008のオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 1 UnityConnectionSRSVボイスメールにアクセスするすべてのクライアントコンピュータで解決できるDNS
名（FQDN）または IPアドレスを持つサーバで、ローカル管理者グループのメンバーであるアカウントを
使用してWindowsにログインします。

ステップ 2 Windowsの [スタート]メニューで、[設定] > [コントロールパネル] > [プログラムの追加と削除]の順に選
択します。

ステップ 3 [プログラムの追加と削除（Add or Remove Programs）]の左側のパネルで、[Windowsコンポーネントの追
加と削除（Add/Remove Windows Components）]を選択します。

ステップ 4 [Windowsコンポーネント（Windows Components）]ダイアログボックスで、[証明書サービス（Certificate
Services）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 コンピュータ名の変更やドメインメンバーシップの変更ができないことを通知する警告が表示されたら、

[はい（Yes）]を選択します。
ステップ 6 [次へ（Next）]を選択します。
ステップ 7 [CAの種類]ページで、[スタンドアロンルート CA]を選択し、[次へ]を選択します。（スタンドアロン

の認証局（CA）とは、Active Directoryを必要としない CAです）。
ステップ 8 [CAの ID情報（CA Identifying Information）]ページの [この CAの通常名（Common Name for This CA）]

フィールドに、認証局の名前を入力します。

ステップ 9 [識別名のサフィックス（Distinguished Name Suffix）]フィールドで、デフォルト値を選択します。
ステップ 10 [有効期間]に対して、デフォルト値の [5年] を選択し、[次へ]を選択します。
ステップ 11 [証明書データベース設定（Certificate Database Settings）]ページで、[次へ（Next）]を選択してデフォル

ト値を受け入れます。

インターネットインフォメーションサービスがコンピュータ上で実行されており、先に進むにはこのサー

ビスを停止する必要があることを通知するメッセージが表示されたら、[はい（Yes）]を選択してこのサー
ビスを停止します。

ステップ 12 Windows Server 2003のディスクをドライブに挿入するように求められたら、ディスクを挿入します。
ステップ 13 [Windowsコンポーネントの完了ウィザード（Completing theWindowsComponentsWizard）]ダイアログボッ

クスで、[終了（Finish）]を選択します。
ステップ 14 [プログラムの追加と削除（Add or Remove Programs）]ダイアログボックスを閉じます。
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ルート証明書のエクスポートとサーバ証明書の発行（Microsoft 証明書
サービスの場合のみ）

ステップ 1 Microsoft証明書サービスをインストールしたサーバで、DomainAdminsグループのメンバであるアカウン
トを使用してWindowsにサインインします。

ステップ 2 Windowsの [スタート]メニューで、[プログラム] > [管理ツール]を選択し、[証明機関]を選択します。

ステップ 3 左側のペインで、[証明機関（ローカル）]を展開し、Microsoft証明書サービスのインストール（Windows
Server 2003の場合のみ）, （60ページ）でMicrosoft証明書サービスをインストールする際に作成した証
明機関を選択します。

ステップ 4 ルート証明書をエクスポートします。

a) 証明機関の名前を右クリックし、[プロパティ]を選択します。
b) [全般（General）]タブで、[証明書の表示（View Certificate）]を選択します。
c) [詳細]タブをクリックし、次に [ファイルへコピー]をクリックします。
d) [証明書のエクスポートウィザードの開始（Welcome to the Certificate Export Wizard）]ページで、[次へ
（Next）]を選択します。

e) [エクスポートファイルの形式（Export File Format）]ページで [次へ（Next）]をクリックして、デフォ
ルト値 [DER Encoded Binary X.509 (.CER)]を受け入れます。

f) [エクスポートするファイル]ページで、Unity Connectionサーバからアクセスできる .cerファイルのパ
スとファイル名を入力します。

パスとファイル名を書き留めます。この情報は後の手順で必要になりま

す。

（注）

g) ウィザードでエクスポートが完了するまで、画面に表示される指示に従って操作します。
h) [OK]を選択して [証明書]ダイアログボックスを閉じ、もう一度 [OK]を選択して [プロパティ]ダイア
ログボックスを閉じます。

ステップ 5 サーバ証明書を発行します。

a) 証明機関の名前を右クリックし、[すべてのタスク] > [新しい要求の送信]を選択します。
b) Cisco Unity SRSVでの証明書署名要求の作成とダウンロード, （58ページ）で作成した証明書署名要
求ファイルの場所を参照し、このファイルをダブルクリックします。

c) [認証局（Certification Authority）]の左側のパネルで [保留中の要求（Pending Requests）]を選択しま
す。

d) bで送信した保留中の要求を右クリックし、[すべてのタスク（All Tasks）] > [発行（Issue）]を選択し
ます。

e) [認証局（Certification Authority）]の左側のパネルで [発行済み証明書（Issued Certificates）]を選択しま
す。

f) 新しい証明書を右クリックし、[すべてのタスク（AllTasks）]> [バイナリデータのエクスポート（Export
Binary Data）]を選択します。
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g) [バイナリデータのエクスポート（Export BinaryData）]ダイアログボックスの [バイナリデータを含む
列（Columns that Contain Binary Data）]リストで、[バイナリ証明書（Binary Certificate）]を選択しま
す。

h) [バイナリデータのエクスポート]ダイアログボックスで、[バイナリデータをファイルに保存する]を
選択し、[OK]を選択します。

i) [バイナリデータの保存（SaveBinaryData）]ダイアログボックスで、パスとファイル名を入力します。
Unity Connection SRSVサーバからアクセス可能なネットワーク上の場所を選択し、[OK]を選択しま
す。

パスとファイル名を書き留めます。この情報は後の手順で必要になりま

す。

（注）

ステップ 6 [認証局（Certification Authority）]を閉じます。

Unity Connection SRSV のパスワードと共有秘密
中央 Unity Connectionサーバから Unity Connection SRSVサーバに対するすべての要求は通信に
Unity Connection SRSV管理者クレデンシャルを使用しますが、Unity Connection SRSVから Unity
Connectionへの要求は、認証に秘密トークンを使用します。

中央 Unity Connectionサーバは、Unity Connection SRSVの管理者ユーザ名とパスワードを使用し
てサーバへのアクセスを認証します。Unity Connection SRSVのユーザ名とパスワードは、中央の
Unity Connectionサーバに新しいブランチを作成するときに、Unity Connectionデータベースに格
納されます。

Unity Connection SRSVを使用するプロビジョニングサイクルごとに、中央 Unity Connectionサー
バは秘密トークンを生成し、Unity Connection SRSVと共有します。Unity Connection SRSVサイト
からのプロビジョニングが完了した後、同じトークンを使用してUnityConnectionに通知します。
その後、プロビジョニングサイクルの完了後すぐ、このトークンは Unity Connectionサーバと
UnityConnection SRSVサーバの両方から削除されます。ランタイムトークンキーの概念は、共有
秘密として知られています。

Unity Connection SRSV ユーザ PIN の変更
Unity Connection SRSVの管理または電話ユーザインターフェイス（TUI）から Unity Connection
SRSVユーザのPINを変更できます。選択したユーザのPINを変更した後、UnityConnection SRSV
データベースのユーザ情報を更新するよう、関連するブランチをプロビジョニングする必要があ

ります。

Cisco Unity Connection SRSVの管理インターフェイスを介して SRSVユーザの PINを変更する
ことはできません。

（注）
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第 7 章

アラームとイベント

• Unity Connection SRSVのアラームとイベント, 65 ページ

Unity Connection SRSV のアラームとイベント
表 7-1に、Unity Connection SRSVによって報告されるアラームとイベントのタイプを示します。
この表には、アラームの説明および同様のイベントの発生を防ぐための推奨措置も記載されてい

ます。

Cisco Unity Connection SRSVのアラームとイベント
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説明報告先説明重大度アラーム

名

中央の Unity Connection
サーバとブランチオフィ

ス間に接続がない場合は、
https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/
troubleshooting/guide/b_
11xcuctsg.htmlで入手可能
な『Troubleshooting Guide
for Cisco Unity Connection,
Release 11.x』の
「Troubleshooting Unity
Connection SRSV」の章の
「Error Message Appears
When Testing the
Connectivity of Unity
Connectionwith Branch」の
項を参照してください。

問題が解決しない場合は、

CiscoTACにお問い合わせ
ください。

中央の Unity
Connection
サーバと指定

したブランチ

間の接続に問

題がありま

す。

イベントロ

グ、アラー

トログ

Branch[name=%1,
address=%2] is
not reachable.
（ブランチ [名
前 = %1、アド
レス =%2]に到
達できませ

ん。）

ERROR_ALARMEvtBranchNotReachable

なしブランチが中

央の Unity
Connection
サーバに正常

に関連付けら

れました。

イベントロ

グ、アラー

トログ

The
branch[name=%1,
address=%2] has
been successfully
provisioned（ブ
ランチ [名前 =
%1、アドレス
= %2]が正常に
プロビジョニン

グされまし

た。）

INFORMATIONAL_ALARMEvtBranchProvisioned
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説明報告先説明重大度アラーム

名

中央の Unity Connection
サーバとブランチオフィ

ス間に接続がない場合は、
https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/
troubleshooting/guide/b_
11xcuctsg.htmlで入手可能
な『Troubleshooting Guide
for Cisco Unity Connection,
Release 11.x』の
「Troubleshooting Unity
Connection SRSV」の章の
「Error Message Appears
When Testing the
Connectivity of Unity
Connectionwith Branch」の
項を参照してください。

問題が解決しない場合は、

CiscoTACにお問い合わせ
ください。

ブランチのプ

ロビジョニン

グに失敗しま

した。

イベントロ

グ、アラー

トログ

Provisioning for
branch[name=
%1, address=
%2] has failed
（ブランチ [名
前 = %1、アド
レス =%2]のプ
ロビジョニング

に失敗しまし

た。）

WARNING_ALARMEvtBranchProvisioningFailed

中央の Unity Connection
サーバとブランチオフィ

ス間に接続がない場合は、
https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/
troubleshooting/guide/b_
11xcuctsg.htmlで入手可能
な『Troubleshooting Guide
for Cisco Unity Connection,
Release 11.x』の
「Troubleshooting Unity
Connection SRSV」の章の
「Error Message Appears
When Testing the
Connectivity of Unity
Connectionwith Branch」の
項を参照してください。

問題が解決しない場合は、

CiscoTACにお問い合わせ
ください。

ブランチのプ

ロビジョニン

グがすべての

試行で失敗し

ました。

イベントロ

グ、アラー

トログ

Provisioning for
branch[name=
%1, address=
%2] has failed
after maximum
%3 retries（最大
%3回の再試行
の結果、ブラン

チ [名前 =%1、
アドレス = %2]
のプロビジョニ

ングに失敗しま

した。）

ERROR_ALARMEvtBranchProvisioningFailedMaxRetries
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説明報告先説明重大度アラーム

名

中央の Unity Connection
サーバとブランチオフィ

ス間に接続がない場合は、
https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/
troubleshooting/guide/b_
11xcuctsg.htmlで入手可能
な『Troubleshooting Guide
for Cisco Unity Connection,
Release 11.x』の
「Troubleshooting Unity
Connection SRSV」の章の
「Error Message Appears
When Testing the
Connectivity of Unity
Connectionwith Branch」の
項を参照してください。

問題が解決しない場合は、

CiscoTACにお問い合わせ
ください。

ブランチのプ

ロビジョニン

グに失敗しま

した。定義さ

れた時間内に

ブランチがプ

ロビジョニン

グ完了ステー

タスを返さな

かったためで

す。

イベントロ

グ、アラー

トログ

A provisioning
completion
notification was
not received for
branch[name=
%1, address=
%2] within the
maximum wait
time of %3
minutes（ブラン
チ [名前 =%1、
アドレス = %2]
のプロビジョニ

ング完了通知を

最大待機時間

%3分以内に受
信しませんでし

た。）

ERROR_ALARMEvtBranchProvisioningFailedMaxWait

なしブランチから

のボイスメー

ルが中央の
Unity
Connection
サーバにアッ

プロードされ

ました。

イベントロ

グ

Voice mail
upload for
branch[name=
%1, address=
%2] completed
successfully.（ブ
ランチ [名前 =
%1、アドレス
= %2]のボイス
メールのアップ

ロードが正常に

完了しまし

た。）%3
messages were
uploaded（%3
のメッセージが

アップロードさ

れました）

INFORMATIONAL_ALARMEvtBranchVoiceMailUpload
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説明報告先説明重大度アラーム

名

中央の Unity Connection
サーバとブランチオフィ

ス間に接続がない場合は、
https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/
troubleshooting/guide/b_
11xcuctsg.htmlで入手可能
な『Troubleshooting Guide
for Cisco Unity Connection,
Release 11.x』の
「Troubleshooting Unity
Connection SRSV」の章の
「Error Message Appears
When Testing the
Connectivity of Unity
Connectionwith Branch」の
項を参照してください。

問題が解決しない場合は、

CiscoTACにお問い合わせ
ください。

ブランチから

中央の Unity
Connection
サーバにボイ

スメールを

アップロード

できませんで

した。

イベントロ

グ

Voice mail
upload for
branch[name=
%1, address=
%2] has failed
（ブランチ [名
前 = %1、アド
レス =%2]のボ
イスメールの

アップロードに

失敗しまし

た。）

ERROR_ALARMEvtBranchVoiceMailUploadFailed

中央の Unity Connection
サーバとブランチオフィ

ス間に接続がない場合は、
https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/
troubleshooting/guide/b_
11xcuctsg.htmlで入手可能
な『Troubleshooting Guide
for Cisco Unity Connection,
Release 11.x』の
「Troubleshooting Unity
Connection SRSV」の章の
「Error Message Appears
When Testing the
Connectivity of Unity
Connectionwith Branch」の
項を参照してください。

問題が解決しない場合は、

CiscoTACにお問い合わせ
ください。

ブランチから

中央の Unity
Connection
サーバにすべ

てのボイス

メールをアッ

プロードでき

ませんでし

た。

イベントロ

グ

Voice mail
upload for
branch[name=
%1, address=
%2] partially
completed.（ブ
ランチ [名前 =
%1、アドレス
= %2]のボイス
メールのアップ

ロードが部分的

に完了しまし

た。）%3
messages out of
%4 were
uploaded（%4
の内 %3のメッ
セージがアップ

ロードされまし

た）

WARNING_ALARMEvtBranchVoiceMailUploadPartial
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説明報告先説明重大度アラーム

名

中央の Unity Connection
サーバとブランチオフィ

ス間に接続がない場合は、
https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/11x/
troubleshooting/guide/b_
11xcuctsg.htmlで入手可能
な『Troubleshooting Guide
for Cisco Unity Connection,
Release 11.x』の
「Troubleshooting Unity
Connection SRSV」の章の
「Error Message Appears
When Testing the
Connectivity of Unity
Connectionwith Branch」の
項を参照してください。

問題が解決しない場合は、

CiscoTACにお問い合わせ
ください。

中央の Unity
Connection
サーバと指定

したブランチ

間の接続に問

題がありま

す。

イベントロ

グ、アラー

トログ

Central Unity
Connection[address=
%1] is not
reachable（中央
の Unity
Connection [ア
ドレス =%1]に
到達できませ

ん）

ERROR_ALARMEvtCentralNotReachable

   Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail（SRSV）完全リファレンスガイド
70

アラームとイベント

Unity Connection SRSV のアラームとイベント

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/troubleshooting/guide/b_11xcuctsg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/troubleshooting/guide/b_11xcuctsg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/troubleshooting/guide/b_11xcuctsg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/troubleshooting/guide/b_11xcuctsg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/troubleshooting/guide/b_11xcuctsg.html


第 8 章

Cisco Unity Connection Surviable Remote Site
VoiceMail の API

• ブランチの一覧表示, 71 ページ

• 個々のブランチのデータの表示, 73 ページ

• ブランチの作成, 75 ページ

• ブランチの更新, 77 ページ

• ブランチの削除, 79 ページ

• ブランチへのユーザの割り当て, 79 ページ

• ブランチからのユーザの削除, 79 ページ

• 特定のブランチに属しているすべてのユーザの一覧表示, 80 ページ

• ブランチのコールハンドラの作成, 80 ページ

ブランチの一覧表示
次に、Cisco Unity Connectionサーバに関連付けられたブランチを一覧表示する *GET*要求の例を
示します。

GET https://<connection-server>/vmrest/branches

以下は、上記の*GET*要求からの応答例です。ただし、実際の結果は、入力される情報によって
異なります。

応答コード：200

<Branches total="2">
<Branch>
<URI>/vmrest/branches/1e0ed69d-028d-4156-9d68-f14a90438448</URI>
<ObjectId>1e0ed69d-028d-4156-9d68-f14a90438448</ObjectId>
<IsAlive>true</IsAlive>
<IsDisabled>false</IsDisabled>
<OperatorObjectId>159bb671-cbba-4964-b06b-871f990e1de8</OperatorObjectId>
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<Port>443</Port>
<ProvisionState>0</ProvisionState>
<ServerAddress>mysrsv.cisco.com</ServerAddress>
<SyncGreetings>false</SyncGreetings>
<SyncVoiceName>false</SyncVoiceName>
<UserName>admin</UserName>
<VmUploadState>0</VmUploadState>
<DisplayName>Branch1</DisplayName>
<PartitionObjectId>d6ac04c5-fb36-4e21-9e60-d15e0f9c6971</PartitionObjectId>
<PartitionURI>/vmrest/partitions/d6ac04c5-fb36-4e21-9e60-d15e0f9c6971</PartitionURI>
<SmtpDomain>mysrsv.cisco.com</SmtpDomain>
</Branch>
<Branch>
<URI>/vmrest/branches/c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42</URI>
<ObjectId>c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42</ObjectId>
<IsAlive>true</IsAlive>
<IsDisabled>false</IsDisabled>
<OperatorObjectId>159bb671-cbba-4964-b06b-871f990e1de8</OperatorObjectId>
<Port>443</Port>
<ProvisionState>0</ProvisionState>
<ServerAddress>mysrsv1.cisco.com</ServerAddress>
<SyncGreetings>false</SyncGreetings>
<SyncVoiceName>false</SyncVoiceName>
<UserName>admin</UserName>
<VmUploadState>0</VmUploadState>
<DisplayName>Branch2</DisplayName>
<PartitionObjectId>765cd618-0cff-43a4-b781-efdba282dba4</PartitionObjectId>
<PartitionURI>/vmrest/partitions/765cd618-0cff-43a4-b781-efdba282dba4</PartitionURI>
<SmtpDomain>mysrsv1.cisco.com</SmtpDomain>
</Branch>
</Branches>

次の表は、データフィールドの一覧です。

表 2：データフィールドの説明：ブランチの一覧表示

説明有効な値読み取り/書き
込み

フィールド名

中央の Unity Connectionサーバにあるブ
ランチのオブジェクト ID。

objectid読み取り/書き
込み

ObjectId

中央の Unity Connectionサーバとブラン
チサーバ間の接続ステータス。

true/false読み取りIsAlive

中央の Unity Connectionサーバのブラン
チの無効ステータス。

true/false読み取り/書き
込み

IsDisabled

中央のUnityConnectionサーバにおける、
ブランチ担当オペレータユーザとして割

り当てられているユーザのオブジェクト

ID。

objectid読み取り/書き
込み

OperatorObjectId

ブランチサーバの PATポート番号。ポート番号読み取り/書き
込み

Port
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説明有効な値読み取り/書き
込み

フィールド名

中央の Unity Connectionサーバのブラン
チの現在のプロビジョニングステータ

ス。

0：アイドル

1：スケジュール済
み

2：進行中

読み取り/書き
込み

ProvisionState

ブランチサーバのアドレス。FQDN、IPアドレス読み取り/書き
込み

ServerAddress

ユーザのグリーティングの同期を有効ま

たは無効にするオプション。

true/false読み取り/書き
込み

SyncGreetings

ユーザの音声名の同期を有効または無効

にするオプション。

true/false読み取り/書き
込み

SyncVoiceName

中央の Unity Connectionサーバとブラン
チサーバ間の REST通信に使用される
ユーザ名。

文字列読み取り/書き
込み

UserName

ブランチから中央のUnityConnectionサー
バへのボイスメールの現在のアップロー

ドステータスが表示されます。

0：アイドル

1：スケジュール済
み

2：進行中

読み取り/書き
込み

VmUploadState

中央の Unity Connectionサーバにおける
UnityConnectionSRSVサーバの表示名。

文字列読み取り/書き
込み

DisplayName

中央のUnityConnectionサーバにおける、
ブランチに関連付けられているパーティ

ションのオブジェクト ID。

ObjectId読み取り/書き
込み

PartitionObjectId

ブランチサーバの SMTPドメイン。ドメイン名読み取り/書き
込み

SmtpDomain

個々のブランチのデータの表示
次に、中央の Unity Connectionサーバに関連する個々のブランチのプロパティを一覧表示する
*GET*要求の例を示します。

GET https://<connection-server>/vmrest/branches/<objectid>
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以下は、上記の*GET*要求からの応答例です。ただし、実際の結果は、入力される情報によって
異なります。

応答コード：200

<Branch>
<URI>/vmrest/branches/c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42</URI>
<ObjectId>c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42</ObjectId>
<IsAlive>true</IsAlive>
<IsDisabled>false</IsDisabled>
<OperatorObjectId>159bb671-cbba-4964-b06b-871f990e1de8</OperatorObjectId>
<Port>443</Port>
<ProvisionState>0</ProvisionState>
<ServerAddress>mysrsv.cisco.com</ServerAddress>
<SyncGreetings>false</SyncGreetings>
<SyncVoiceName>false</SyncVoiceName>
<UserName>admin</UserName>
<VmUploadState>0</VmUploadState>
<DisplayName>branch16</DisplayName>
<PartitionObjectId>765cd618-0cff-43a4-b781-efdba282dba4</PartitionObjectId>
<PartitionURI>/vmrest/partitions/765cd618-0cff-43a4-b781-efdba282dba4</PartitionURI>
<SmtpDomain>mysrsv.cisco.com</SmtpDomain>
</Branch>

次の表は、データフィールドの一覧です。

表 3：データフィールドの説明：個々のブランチのデータの表示

説明有効な値読み取り/書き
込み

フィールド名

特定のブランチのサーバアドレス。ブランチにアクセス

するための URL。
読み取りURI

中央の Unity Connectionサーバにあるブ
ランチのオブジェクト ID。

オブジェクト ID読み取り/書き
込み

ObjectId

中央とブランチの Unity Connectionサー
バ間の接続ステータス。

true/false読み取り/書き
込み

IsAlive

中央の Unity Connectionサーバのブラン
チの無効ステータス。

true/false読み取り/書き
込み

IsDisabled

中央のUnityConnectionサーバにおける、
ブランチ担当オペレータユーザとして割

り当てられているユーザのオブジェクト

ID。

Objectid読み取り/書き
込み

OperatorObjectId

ブランチサーバの PATポート番号。ポート番号読み取り/書き
込み

[ポート（Port）]

中央の Unity Connectionサーバのブラン
チの現在のプロビジョニングステータ

ス。

状態 0 =アイドル、
1 =スケジュール済
み、2 =進行中

読み取り/書き
込み

Provision
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説明有効な値読み取り/書き
込み

フィールド名

ブランチ Unity Connectionサーバのアド
レス。

FQDN、IPアドレス読み取り/書き
込み

ServerAddress

ユーザのグリーティングの同期を有効ま

たは無効にするオプション。

true/false読み取り/書き
込み

SyncGreetings

ユーザの音声名の同期を有効または無効

にするオプション。

true/false読み取り/書き
込み

SyncVoiceName

特定のブランチの管理者のユーザ名。文字列読み取り/書き
込み

UserName

中央の Unity Connectionサーバのブラン
チの現在のボイスメールアップロード

ステータス。

0：アイドル

1：スケジュール済
み

2：進行中

読み取り/書き
込み

VmUploadState

中央の Unity Connectionサーバにおける
ブランチサーバの表示名。

文字列読み取り/書き
込み

DisplayName

中央のUnityConnectionサーバにおける、
ブランチに関連付けられているパーティ

ションのオブジェクト ID。

ObjectId読み取り/書き
込み

PartitionObjectId

中央の Unity Connectionサーバにおける
ブランチに関連付けられている URL。

URLパーティショ
ン

読み取り/書き
込み

PartitionURI

ブランチサーバの SMTPドメイン。ドメイン名読み取り/書き
込み

SmtpDomain

ブランチの作成
次に、中央のUnity Connectionサーバのブランチを作成するために使用される *POST*要求の例を
示します。

POST https://<connection-server>/vmrest/branches

<Branch>
<IsDisabled>false</IsDisabled>
<OperatorObjectId>159bb671-cbba-4964-b06b-871f990e1de8</OperatorObjectId>
<Port>443</Port>
<ServerAddress>mysrsv.cisco.com</ServerAddress>
<SyncGreetings>false</SyncGreetings>
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<SyncVoiceName>false</SyncVoiceName>
<UserName>admin</UserName>
<Password>test</Password>
<DisplayName>branch16</DisplayName>
<PartitionObjectId>765cd618-0cff-43a4-b781-efdba282dba4</PartitionObjectId>
<SmtpDomain>mysrsv.cisco.com</SmtpDomain>
</Branch>

必須プロパティは、ServerAddress、UserName、Password、DisplayName、PartitionObjectId、および
SmtpDomainです。

この APIに返される成功の応答コードは 201です。エラー応答コードとデータは、入力される情
報によって異なります。

応答コード：201

/vmrest/branches/c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42

次の表は、データフィールドの一覧です。

表 4：データフィールドの説明：ブランチの作成

説明有効な値読み取り/書き
込み

フィールド名

ブランチを有効化、つまりアクティブに

します。

true/false読み取り/書き
込み

IsDisabled

ブランチサーバで受信したメッセージの

同期を担当するオペレータまたはユー

ザ。

オペレータのオブ

ジェクト ID。
読み取り/書き
込み

OperatorObjectId

ブランチがCiscoUnity Connectionと通信
するために使用するポート番号。

ポート番号読み取り/書き
込み

Port

ブランチサーバの IPアドレスまたは完
全修飾ドメイン名（FQDN）。

FQDN、IPアドレス読み取り/書き
込み

ServerAddress

ブランチサーバのユーザに対するグリー

ティングを同期します。

true/false読み取り/書き
込み

SyncGreetings

ブランチサーバのユーザの録音された音

声名を同期します。

true/false読み取り/書き
込み

SyncVoiceName

ブランチ Unity Connectionサーバの管理
者のユーザ名。

文字列読み取り/書き
込み

UserName

ブランチサーバの管理者のパスワード。文字列読み取り/書き
込み

Password

中央の Unity Connectionサーバにおける
ブランチサーバの表示名。

文字列読み取り/書き
込み

DisplayName
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中央のUnityConnectionサーバにおける、
ブランチに関連付けられているパーティ

ションのオブジェクト ID。

ObjectId読み取り/書き
込み

PartitionObjectId

ブランチサーバの SMTPドメイン。ドメイン名読み取り/書き
込み

SmtpDomain

ブランチの更新
次に、中央の Unity Connectionサーバのブランチを更新するために使用される *PUT*要求の例を
示します。

PUT https://<connection-server>/vmrest/branches/c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42

<Branch>
<IsDisabled>false</IsDisabled>
<OperatorObjectId>159bb671-cbba-4964-b06b-871f990e1de8</OperatorObjectId>
<Port>443</Port>
<ServerAddress>mysrsv.cisco.com</ServerAddress>
<SyncGreetings>false</SyncGreetings>
<SyncVoiceName>false</SyncVoiceName>
<UserName>admin</UserName>
<Password>test</Password>
<DisplayName>branch16</DisplayName>
<PartitionObjectId>765cd618-0cff-43a4-b781-efdba282dba4</PartitionObjectId>
<SmtpDomain>mysrsv.cisco.com</SmtpDomain>
<ProvisionState>1</ProvisionState>
<VmUploadState>0</VmUploadState>
</Branch>

この *PUT*要求は、ブランチでのプロビジョニングおよびボイスメールのアップロードのスケ
ジューリングにも使用されます。前述の XMLに示されているプロパティのみ、ブランチの修正
時に書き込み可能です。特定の時点において、1つのブランチにスケジュール設定できるのは、
プロビジョニングまたはボイスメールアップロードのいずれか一方だけです。そのため、

ProvisionStateプロパティと VmUploadStateプロパティを同時に要求 XMLに指定することはでき
ません。これらのフィールドに設定可能な値は 1だけです。

この APIに返される成功の応答コードは 201です。エラー応答コードとデータは、入力される情
報によって異なります。

応答コード：201

/vmrest/branches/c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42

次の表は、データフィールドの一覧です。

表 5：データフィールドの説明：ブランチの更新

説明有効な値読み取り/書き
込み

フィールド名
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ブランチを有効化、つまりアクティブに

します。

true/false読み取り/書き
込み

IsDisabled

ブランチサーバで受信したメッセージの

同期を担当するオペレータまたはユー

ザ。

オペレータのオブ

ジェクト ID。
読み取り/書き
込み

OperatorObjectId

ブランチが Unity Connectionと通信する
ために使用するポート番号。

ポート番号読み取り/書き
込み

Port

ブランチサーバの IPアドレスまたは完
全修飾ドメイン名（FQDN）。

FQDN、IPアドレス読み取り/書き
込み

ServerAddress

ブランチのユーザに対するグリーティン

グを同期します。

true/false読み取り/書き
込み

SyncGreetings

ブランチのユーザの録音された音声名を

同期します。

true/false読み取り/書き
込み

SyncVoiceName

ブランチサーバの管理者のユーザ名。文字列読み取り/書き
込み

UserName

ブランチサーバの管理者のパスワード。文字列読み取り/書き
込み

Password

中央の Unity Connectionサーバにおける
ブランチサーバの表示名。

文字列読み取り/書き
込み

DisplayName

中央のUnityConnectionサーバにおける、
ブランチに関連付けられているパーティ

ションのオブジェクト ID。

ObjectId読み取り/書き
込み

PartitionObjectId

ブランチサーバの SMTPドメイン。ドメイン名読み取り/書き
込み

SmtpDomain

中央の Unity Connectionサーバのブラン
チの現在のプロビジョニングステータ

ス。

0：アイドル

1：スケジュール済
み

2：進行中

読み取り/書き
込み

ProvisionState

中央の Unity Connectionサーバのブラン
チの現在のボイスメールアップロード

ステータス。

0：アイドル

1：スケジュール済
み

2：進行中

読み取り/書き
込み

VmUploadState
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ブランチの削除
次に、中央の Unity Connectionサーバのブランチを削除するために使用される Delete要求の例を
示します。

DELETE /vmrest/branches/c3816faf-8dc6-48f3-9c6a-b8e93bba1c42

この APIを使用しているブランチでプロビジョニングやボイスメールのアップロードが進行中の
場合、そのブランチは削除できません。

この APIに返される成功の応答コードは 201ですが、エラー応答コードとデータは入力される情
報によって異なります。

応答コード：201

データ：NA

ブランチへのユーザの割り当て
次に、ブランチのパーティションを割り当てることでユーザにブランチを割り当てるために使用

される PUT要求の例を示します。

PUT /vmrest/users/<userObjectId>
<User>
<PartitionObjectId>partitionObjectIdMappedToBranch</PartitionObjectId>
</User>

ブランチのパーティション情報を取得する場合は、APIを使用してブランチの詳細を表示できま
す。詳細については、「個々のブランチのデータの表示」の項を参照してください。この項の応

答 XMLに指定されている PartitionObjectId要素はブランチにマッピングされるパーティションを
表します。

応答コード：204

ブランチからのユーザの削除
次に、ユーザのパーティションをブランチにマッピングされていない他のパーティションに変更

して、ブランチからユーザを削除するために使用される PUT要求の例を示します。

PUT /vmrest/users/<userObjectId>
<User>
<PartitionObjectId>partitionObjectIdNotMappedToBranch</PartitionObjectId>
</User>

APIを使用してブランチのパーティション情報を表示できます。詳細については、「個々のブラ
ンチのデータの表示」の項を参照してください。この項の応答 XMLに指定されている
PartitionObjectId要素はブランチにマッピングされるパーティションを表します。

応答コード：204
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特定のブランチに属しているすべてのユーザの一覧表示
次に、ブランチのパーティションオブジェクト IDで検索して、特定のブランチに属しているユー
ザを一覧表示するために使用される GET要求の例を示します。

GET /vmrest/users?query=(PartitionObjectId is partitionObjectIdMappedToBranch)

応答コード：200

<Users total="10">
<User>
<URI>/vmrest/users/cb13e6a9-7322-45fa-91cd-7a0b1e21b754</URI>
<ObjectId>cb13e6a9-7322-45fa-91cd-7a0b1e21b754</ObjectId>
</User>
</Users>

表 6：データフィールドの説明：特定のブランチに属しているすべてのユーザの一覧表示

説明有効な値読み取り/書き
込み

フィールド名

特定のブランチのサーバアドレス。ブランチにアクセス

するための URL。
読み取りURI

中央の Unity Connectionサーバにあるブ
ランチのオブジェクト ID。

オブジェクト ID読み取り/書き
込み

ObjectId

ブランチのコールハンドラの作成
次に、コールハンドラを作成するために使用される PUT要求の例を示します。

POST /vmrest/handlers/callhandlers?templateObjectId=<callhandlerTemplateObjectId>

<Callhandler>
<DisplayName>Test</DisplayName>
</Callhandler>

これは、ブランチでも使用できるコールハンドラを作成するための既存の APIです。

応答コード：201

/vmrest/handlers/callhandlers/<callhandlerObjectId>
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